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2016（平成 28）年度  本部と法人全体の 事業報告 

社会福祉法人 牧ノ原やまばと学園 

 

Ⅰ．総括 

  2016 年 3 月 31 日に、「社会福祉法の一部を改正する法律」が成立、本年度（2016 年

4 月 1 日）から施行されました。これに伴い、当法人も定款の変更や、諸々の規程の整

備を行い、新しい責任体制を準備しました。国の福祉施策の変化に対応した 1 年だった

といえます。 

 一方では、芳しくない出来事も生じました。11 月、「暴行罪容疑」で垂穂寮職員が県

警に逮捕され、メディアに大きく報道されるという事件です。 

「ご利用者の人格の尊重」を、何よりも大切な目標として掲げてきた牧ノ原やまばと

学園にとっては、今回の出来事は、大きな衝撃であり、悲しみを味わうものでした。様々

な原因が指摘されていますが、ご利用者と関係者の皆様に心からお詫び申し上げ、こう

いうことが二度と生じないよう適切に対応していきたく思います。 

2 月には、県の改善勧告に対し回答書を提出しましたので、法人と垂穂寮は、今後、

その成果を問われることになります。 

ちょうど 2016 年度前半には、「やまばとリニューアルプラン」を作成し、全職員に説

明し終えたところでした。その後虐待問題が発生したため、、プランの遂行は一時中断さ

れましたが、言葉がむなしいものとならないよう、有益な実践につながり、明るい施設

を生み出す力となるよう、計画の実践と検証、改善を図っていきたく思います。 

ひとりの職員、ひとつの施設のレベルアップなしに、全体の良い働きはありえないこ

とを肝に銘じ、初心に立ち返って、お互いに助け合って責任を果たして参ります。 

 

Ⅱ．基本理念と行動指針、目標 

 １．「やまばとリニューアルプラン」の作成 

2016 年 3 月 23 日～６月 22 日の計７回、理事長と管理者代表８名が、(株)アタック 

スの助けを得て、理念の検討や SWOT 分析等を行い、基本理念等を定めた。 

   理事会で承認され、7月 15日～8月4日の計8回、全職員に対して説明を実施した。 

 ２．内容の特徴 

   ①従来の表現と基本的には変わりないが、「働く仲間を大切に」の言葉を挿入。→※ 

   ②中長期計画についても検討し、リニューアルプランの中にこれを組み入れた。 

◆牧ノ原やまばと学園の基本理念 

MOTTO ともに生きる 

WILL ★ひとりひとりをかけがえのない大切な人として重んじていきたい。 

★ひとりひとりとしっかり向き合い、その喜びや成長のために力を尽くした

い。 

★働く仲間を大切にし、力を合わせて前進していきたい。※ 

★地域とのつながりの中で仕事をすすめていきたい。 

★地域のニーズに応えていきたい。 

★私たちの働きを通して、障碍者や高齢者の生命の輝きを伝えていきたい。 

ビジョン 私たちが関わる全ての人が幸せになり、互いに助け合うコミュニティ創りに 

貢献し続ける牧ノ原やまばと学園になる。 

行動方針 私たちは 5 つのたいせつを守ります。 

①ご利用者をたいせつにします。 

②職員をたいせつにします。 

③人をたいせつにします。 

④地域をたいせつにします。 

⑤福祉活動の基盤となっている聖書をたいせつにします。 
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Ⅲ．2016（平成 28）年度実施の事業と 職員状況、事業収支状況、並びに、寄付金状況 

 １．実施した事業  

    2016 年度事業計画Ⅲ－１に記載した事業を、すべて実施した。 

 ２．本年度末の職員状況    

 正規職員 準 職 嘱 託 パート パート利用

者 

合 計 

男性 （人数） ７３ ５ ９ ４５ １２ １４４ 

女性 （人数） １２６ ２０ ４ １９９ ２ ３５１ 

平均年齢 ４５．５ ４５．６ ６８．８ ５５．６ ４５．４ ５１．１ 

平均勤続数 ９．４８ ５．６３ ９．２１ ５．３９ ４．３８ ７．１２ 

（注）パート利用者とは就労継続 A 型事業所のメンバー。法人の職員であり、ご利用者でもある。 

 

 ３．法人全体の事業収支及び財産の状況 

  （1）収支の推移 （事業活動）             （単位：千円） 

 2015 年度 2016 年度 (当年－前年）増減 

サービス活動収益 2,148,149   2,152,745     4,596 

サービス活動費用 2,046,007   1,989,518   △56,489 

サービス活動外収益     10,573     9,337      △1,236 

サービス活動外費用        11,488     9,784   △1,704 

経常増減差額    101,225    162,779       61,554 

特別収益     4,086     10,602        6,516 

特別費用    59,968        10,310   △49,658 

特別増減差額      △55,882      291    56,173 

当期活動増減差額     45,343 163,071    117,728 

当期繰越活動増減差額    1,459,954    1,675,825    215,871 

（注）2015 年度 特別費用増加と、マイナスの特別増減差額は、聖ルカ建物解体等のため。 

  （2）資産・負債の推移                     （単位：千円） 

 2014 年度末 2015 年度末 2016 年度末 (当年－前年）増減 

流動資産   832,173   942,617  1,003,595      60,978 

固定資産  3,743,688  3,511,867  3,523,846    11,979 

資産合計  4,575,861  4,454,484  4,527,441    72,957 

流動負債    162,205   252,629   245,312     △7,317 

固定負債     851,993   676,612   643,895  △32,717 

負債合計  1,014,198    929,241   889,207    △40,034 

純財産  3,561,663   3,525,242   3,638,233   112,991 

（注）2015 年度は、グレイス借入金の一部を繰上返済した。 

 

 ４．寄付金状況   

    法人本部に寄せられた寄付金総額は、16,439,484 円(誌代 2,262,588 円含む)、 

各事業所への寄付金総額は、6,792,028 円でした。感謝してご報告します。 

 

Ⅳ．主要な会議の開催状況 

  １．.理事会・評議員会開催状況：資料１に記載したとおり。 

２．第 1 回評議員選任解任員会の開催 

   日 時:2017 年 3 月 9 日（木）10 時～  出席者：委員 4 名（全員出席） 

   内 容:評議員候補者について審議し 9 名全員を選任。(大石節夫、小澤巌、柴田敏、

杉本正、外岡潤、長谷川清太、早川ひろみ、久田則夫、渡辺紀久子の皆様) 
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Ⅴ．2016年度の主な活動 

 １．重点目標に関連したもの 

  (１) 「社会福祉法の一部を改正する法」への対応 

   前述したように、新しい体制を始動させるため､定款変更等、様々な準備を行った。 

（２）中・長期計画の作成と、その成果 

   前述のように「リニューアルプラン」の中に組み入れた。達成状況等は下記の通り。 

 

◆補足 

   方針２－(１)：シートを用いて施設と自分について自己評価実施／サービス提供指針を作成。 

   方針２－(２)：かなりの施設で、業務分掌等を作成し、業務のマニュアル化を達成。 

   方針２－(３)：虐待報道があったため、数値管理ではなく「現状把握の仕方」を学ぶ。 

   方針３－(１)：残業ガイドライン作成は終了。キャリアアップ制度構築の課題は次年度へ。 

   方針３－(２)：次年度へ持ち越された。 

   方針４－(１)：内部統制の強化はまだ十分でない。諸規程を整備した段階である。   

方針４－(２)：次年度から、今までと違った形で会議を開催。 

方針４－(３)：「なのはなの自費着工」を決定し、実施。   

◆改善すべきこと 

    中長期方針の中に入っていない課題もあるため、方針と各テーマの見直しも必要。 

例えば、県からの改善勧告に対する当法人の回答案（今後の計画）も、含めるなど。 

（３）人材確保と育成のための計画と、その成果 

   ⅰ．人材確保対策 

 求人のため前年度行ったたことは全て実施したが、入所施設の人手不足を解

消するまでには至らなかった。職員確保の願いもあって「介護職員初任者研修」

を開催したところ、 3名の方が就職する結果となった。成果があったと言える。 

    ⅱ．職員育成計画 

 サービス提供指針を作成したので、今後はこれを現場に周知徹底させていく予定。

また、多くの事業所で基本業務をマニュアル化したので、勤務年数に応じた役

割や専門的知識が明白になった。研修プログラムの充実のために活用する。 

 （４）年間の研修実施状況   

     実施した研修について、資料２に記載した。その検証と改善は、次年度に行う。 

（５）全体の防災対策や訓練   

    大災害に備えて、本部を含むかなりの事業所が、BCP を作成した。安否コール 

システムを活用しての訓練は始まったばかりで、今後も繰り返す必要がある。 

◆牧ノ原やまばと学園の中長期方針         (遂行責任者名は、省略) 達成度 

方針１．MOTTO、 WILL の理解と実践 

 （１）理念・ビジョンの浸透（創立 50 年を視野に、歩みをまとめ浸透させる。達成は５年後） 

 （２）リーダーシップ教育（理念やビジョンを、管理者やリーダーに継承。 達成は 3 年後) 

 

(1)未着手 

(2)進行中 

方針 2．仕事の振り返りとレベルアップ 

 （１）支援内容の充実(各施設で共通に評価され、改善・運用される。達成時期 1 年後) 

 （２）仕事の見える化（基本業務のマニュアル化と育成プログラムの実現、達成時期 1 年後） 

 （３）マネジメント教育(数値管理、経営計画の習得、 達成時期 3 年後) 

(1)ほぼ達成 

(2)進行中 

(3)未達成 

方針 3．職員のやりがい 

 （１）報酬・評価制度改革 （体系的で統一された制度の構築。達成時期 1 年半後） 

 （２）アイデア提案制度  （優秀者への表彰の実現、達成時期 2 年後） 

 

(1)進行中 

(2)未達成 

方針 4．ガバナンスの整備 

 （１）内部統制強化 (法改正に対応して、体制や諸規程を整備) 

 （２）会議体の再整備（会議の目的の明確化、役割の整理整頓など） 

 （３）計画的な施設計画 （なのはなを初め、建物老朽化や土地の活用問題など。） 

(1)進行中 

(2)進行中 

(3)一部達成 

方針 5．地域との連携 

  （１）地域包括ケアシステムへの継続的な参加    
(1)未着手 
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 （６）全体と事業所の虐待防止委員会の開催と、虐待防止対応規程の作成 

      当初の計画には無かったが、虐待問題発生を機に、法人全体の虐待防止体制を

築くことが大事と認識し、虐待防止対応規程を作成。（事故防止委員会や苦情解

決委員会と同じように）法人全体で検討し、情報共有し、虐待防止に努め始めた。 

２．その他の活動 

 （１）施設整備関連 

    ①ワークセンターなのはなは、補助申請を 3 回行ったが認められず、自費建設を決定。 

    ②ワークセンターふれあいの増築工事が 8 月に完成し、多目的ホールとして活用。 

    ③やまばと希望寮は、高齢化･重度化したご利用者のため、老朽化した浴室を改修。 

    ④やまばと全体に、人事ソフト、給与ソフト、マイナンバー管理を一元的に行う、

「ＰＣＡ人事管理Ｘ，ＰＣＡ給与Ｘ」を導入。 

 （２）地域に対する公益的取組みとして挙げることができるもの  資料３に記載 

 （３）その他 

①職員のワークライフバランス支援のため、当年度も一般事業主行動計画を策定

し、ノー残業デイ、有給休暇の取得、育児・介護休業の取得などを図った。 

②直接処遇職員に対する「福祉・介護職員処遇改善手当」を当年度も実施。2015

年度の場合、平均の賃金改善月額は 24,225 円ほどアップ。これ以外の職員に対

しては、法人独自の財源で、幾らか支給。 

③希望の家を初めとする、知的障碍者の高齢化問題：次年度へ繰越し。 

④グレイスの長期借入金に関しては、本年度は一括返済の取組みができなかった。 

 

Ⅵ．管理者の人事異動を、実施した。 

 （本年度初めの管理者の名前は、文末に記載した。） 

  

Ⅶ．機関紙、並びに、ホームページ 

 機関紙は、6 月号を除いて毎月発行した。寄付する人々の数が減少しているとは

いえ、支援者との心をつなぐ機関紙の役割りは、決して小さくはない。 

 ホームページは、見る人の立場に立って見やすくて魅力的なものにする必要があ

る。 

また、古い掲載内のままになっていることがあるので、早めに更新しなければなら

ない。 

 

Ⅷ．実習生やボランティアについて 

 長年にわたって協力して下さっている実習生やボランティアの皆さんをご紹介す

る。 

 私たちは、このような多くの支援者の皆様に祈られ支えられていることを感謝し、

金銭的なお返しはできないものの、信頼に足る働きをすることを通して、感謝を表

したい。 

 すみっこの石グループ（４０年余、クリスマスコンサートを実施し、純益を寄付）、 

 恵泉女学園中高生の夏期実習（37 年位、来訪して交流。学校での礼拝献金を寄付） 

 ICU 卒業生有志の集い（やまばとを支援する方々が、15 年位、毎年音楽訪問。） 

 島田教会婦人会有志（40 年位にわたって、繕いもの奉仕）、 

 ルーテル栄光教会焼津女性会有志（40 年余の繕いもの奉仕。今年度末で最終。） 
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2016 年度(2016 年 4 月～2017 年 3 月)、牧ノ原やまばと学園の、役員と監事、施設長たち 

 

＜役員と監事＞  (敬省略。 アイウエオ順) 

理事長：長澤 道子 

理 事：金子 初子、神谷 美代枝、佐々木 炎、 辻  宏、戸井 雄二、 星野 八郎。 

評議員：赤堀 規子 、石井 泉 、板倉 元、伊藤 巧、大石 節夫 、大石 幸、 

岡村 十三男 、澤渡 繁、柴田 敏、杉本 正、鈴木 勝利、鈴木 啓司 、 

鈴木 ひろみ、長谷川 清太、花澤 正雄 。 

  監 事：鈴木 武、鈴木 新 

 

＜施設長＞   （施設名アイウエオ順） 

★障害者支援施設 

垂穂寮（澤渡 繁、→ 2 月～大畑彰弘）、      やまばと希望寮（高杉 和成）。    

★グループホーム 

みぎわ（澤渡繁 →10 月～吉崎伸男）、   わかば＆もくれん（鈴木 秋次）。 

★生活介護  （最初の、ケアセンターという呼び名を、割愛） 

かたくりの花（鬼頭 淳）、    さざんか（柴田 慎也）、   

野ばら（山内英人）、    マーガレット（増田今日子）。  

★就労継続支援Ａ型事業所 （最初の、ワークセンターという呼び名を、割愛） 

 カサブランカ（押尾 恵）。 

★就労継続支援Ｂ型事業所  （最初の、ワークセンターという呼び名を、割愛） 

あさがお（榛地 裕子）、 希望の家・ふれあい（杉村 みや子）、 コスモス（髙松 祐輔）、

さくら（植田 勝実※）、    なのはな（河本 敦子）、    やまばと（川嶋 栄）。 

★就労移行支援センターレインボー  （植田 勝実）。 

★委託と特定の相談支援事業 生活支援センターやまばと(伊藤巧→大畑彰弘→長澤道子)。 

★吉田町綜合障害者自立支援施設館長 （伊藤 巧→植田勝実）。 

★地域活動支援センター レタスクラブ （伊藤 巧）。 

★吉田町障害児放課後児童クラブ  まつぼっくり（増田今日子）。 

★特別養護老人ホーム   聖ルカホーム（大石幸）。  

★養護老人ホーム 

  島田市立養護老人ホームぎんもくせい（片山喜之）、   相寿園（板倉 元）。 

★地域密着型小規模特別養護老人ホーム  グレイス（山脇 世津子※）。 

★居宅介護支援事業所      シャローム (山脇 世津子※)。 

★通所介護事業所 (デイサービスセンターの呼称を割愛) 

  真 菜(吉田 陽子)、    すずらん（認知症対応型）(石神美紗子)。 

★訪問介護事業所   ライフサポートセンターさふらん（鈴木 ひろみ）。 

★牧之原市地域包括支援センター   オリーブ (岸 雅子)。 

★介護予防拠点施設   コミュニティセンターぶどうの木（神谷美代枝）。 

 

＜事務関係＞. 

★事務局責任者（大畑彰弘事務局長→2 月～ 板倉仁事務局次長）  

★エリア長： 坂部・吉田区（石黒武憲）、 島田区（吉崎伸男）、 高齢者区（増田利子)。 
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開 催 年 月 日 

評議員会は午前 10 時～ 

理事会は午後 2 時～ 

 

 

  理事会／評議員会の、 開催回数 

 

     

      議  案 理事出席者数 監事 

出席数 

 

評議員 〃 

2016年5月21日(土) 理事会第 1 回目 ／ 評議員会第 1 回目 

①監事監査報告 

②2015 年(平成 28 年)度 事業報告（案）、並びに、決算（案）について 

③障碍者施設職員の退職支給金規程の変更について 

④（グループホーム青葉の家とみぎわの変化に伴う）定款変更について 

⑤(青葉の家活動終結等に伴う)経理規程の変更について 

理事７名 

（全員出席） 

 

監事 

2 名 

 

評議員14名

中(欠員1名) 

10 名出席 

監事 

1 名 

陪席 

2016年７月12日(火) 理事会第 2 回目 ／ （評議員会はなし） 

①牧之原市立坂部保育園指定管理者募集への申請について 

②ワークセンターなのはな建設工事について 

理事７名 

（全員出席） 

監事 

2 名 

 

2016年８月27日(土) 理事会第 3 回目 ／ 評議員会第 2 回目（★議案⑦は、理事会のみ） 

①第一次補正予算案について  

②監事監査報告に対する回答について 

③(グループホームみぎわ、わかばに関わる)基本財産の増加について 

④養護老人ホーム「相寿園」の指定管理更新について 

⑤養護老人ホーム「ぎんもくせい」の給食業者変更について 

⑥「ワークセンターなのはな」の自費による建設について 

⑦評議員の委嘱について ★ 

理事 7 名（内

1 名は書面） 

 

監事 

2 名 

 

評議員14名

中(欠員1名) 

11 名出席 

 

2016年11月12日(土) 理事会第 4 回目 ／ 評議員会第 3 回目 

①ワークセンターなのはな建設工事の入札結果と契約について 

②積立金の目的外使用について 

③(浴室改修計画に伴う)希望寮拠点区分の基本財産の増加について 

④第 2 次補正予算案について 

⑤「垂穂寮」管理者、及び、グループホーム「みぎわ」管理者について 

⑥吉田町総合障害者自立支援施設（あつまリ―ナ）の指定管理更新について 

理事７名 

（全員出席） 

 

監事 

2 名 

 

評議員15名

中、12 名 

出席 

 

2016年12月9日(金) 理事会第 5 回目 ／ 評議員会第４回目 

①社会福祉法改正に伴う定款の変更について 

②評議員選任・解任委員会規程の制定について 

③評議員選任・解任委員会の委員の選定について 

④養護老人ホーム「ぎんもくせい」の給食業務委託業者選定について 

⑤（法改正に伴う）新評議員候補者の推薦について 

⑥「ワークセンターふれあい」の基本財産の追加及び定款変更について 

⑦聖ルカホーム、グレイス、相寿園に関する 

調理業務委託業者の指名競争入札、及び、選定について 

理事 7 名（内

1 名は書面） 

監事 

2 名 

出 

事 

評議員15名

中、9 名 

出席 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年度理事会・評議員会の開催状況 

資料１ 
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2017年1月19日(木) 理事会第 6 回目 ／ 評議員会第 5 回目 

①指導監査・是正改善計画に関連した「役員報酬の検討」について 

②指導監査結果への是正改善（案）について 

③監事監査(業務監査)報告について 

④垂穂寮改善勧告とそれに対する対応について 

⑤垂穂寮と法人本部の管理者について 

⑥垂穂寮虐待問題に関連した責任者たちへの処分について 

⑦育児・介護休業法の施行による 育児・介護休業等に関する規程、 

  就業規則 及び パートタイマー等の就業規則の変更について 

⑧パートタイマー等の就業規則の基本給及び手当てに関わる変更 

⑨吉田町障害児放課後児童クラブ「まつぼっくり」の事業廃止について 

⑩「やまばと希望寮」浴室改修工事の入札結果と契約について 

⑪「ぎんもくせい」の調理業務委託業者選定の入札結果と契約について 

⑫「ワークセンターなのはな」建設費用の借り入れについて 

 

理事７名 

（全員出席） 

 

 

 

 

 

監事 

2 名 

 

 

評議員15名

中、１２名 

出席 

 

2017年2月16日（木） 理事会第 7 回目 ／ （評議員会はなし） 

①垂穂寮改善勧告とそれに対する対応について 

②ワークセンターなのはな積立金の目的外使用、及び、 

   法人本部とワークセンターなのはな補正予算について 

③ワークセンター希望の家（従たる事業所「ふれあい」）の定員変更 

④実務者研修事業開始の申請について 

⑤総合事業の開始について 

 

理事 7 名（内

1 名は書面） 

 

 

監事 

1 名 

 

2017年3月18日（土） 理事会第 8 回目 ／ 評議員会第 6 回目 

①第 4 次補正予算案について 

②2017 年度事業計画（案）、並びに、予算（案）について 

③監事監査（期中業務監査）報告に対する回答について 

④法改正に伴う定款細則の変更、並びに、評議員委員会規程を 

      定款細則の中に統合する件について 

⑤就業規則第 27 条、別表 1 の勤務時間等の変更、及び、パートタイ

マー等の就業規則第 27 条、別表 3 の宿直手当の変更について 

⑥給与規程 12 条、31 条、32 条、別表１－１、１－２、別表 11 と 

 別表 10 の変更（管理監督職基本給増額、「ホーム長」の名称削除） 

⑦一般相談支援事業の開始と、指定事業所取得のための申請について 

⑧管理者の人事異動について 

⑨役員賠償保険について 

⑩役員等報酬規程の制定について 

⑪（法改正に伴う）経理規程の改定について 

⑫ワークセンターなのはなの定員変更について 

⑬聖ルカホーム、グレイス、相寿園の 

           給食業務委託業者選定結果と契約 

 

 

理事７名 

（全員出席） 

 

 

 

 

 

 

 

監事 

2 名 

 

 

評議員15名

中、１２名 

出席 
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【2016 年度 法人研修 】 

中堅職員研修（会場：法人本部２F） 

① 2016 年 5 月 25 日(水)処遇マナーとチームワーク（講師：伊藤巧）参加者２０名 

② 2016 年 6 月 28 日(木)高齢者支援のための疑似体験（講師：山脇世津子）参加者１５名 

③ 2016 年 7 月 26 日(火)高齢者支援に必要な専門的知識・技術(講師:鈴木ひろみ)参加者 10 名 

④ 2016 年 8 月 30 日(火)障がい者支援に必要な専門的知識・技術(講師:小野勝彦)参加者 14 名 

⑤ 2016 年 9 月 27 日（火）最近の福祉の動向と牧ノ原やまばと学園の目指すもの（講師：長沢道子） 

リーダー育成研修（会場：法人本部２F） 

① 2016 年 5 月 30 日(月)福祉の潮流と法人理念（講師：長沢道子理事長）  参加者１８名 

② 2016 年 6 月 23 日(木)労務について（講師：小山圭子社会保険労務士）  参加者１９名 

③ 2016 年 7 月 21 日(木)財務について（講師：大畑事務局長）       参加者１０名 

④ 2016 年 11 月 29 日(火)施設のサービスの質の向上：第三者評価（小野勝彦研修担当員） 

管理者研修（会場：法人本部２F） 

① 2016 年 6 月 16 日(木)「改正社会福祉法に隠されたリスク」(外岡潤顧問弁護士)参加者 35 名 

② 2016 年 8 月 17 日(水)「労働時間管理について」（小山圭子社会保険労務士）参加者３２名 

※苦情解決委員会にて 9 月 14 日「苦情対応のポイントと虐待防止について」(外岡潤顧問弁護士) 

③ 2016 年 11 月 10 日(木)「働き続けられる職場創り」（小山圭子社会保険労務士）参加者２２名 

④ 2017 年 1 月 23 日(月)「トラブル防止と職員養成」（講師：外岡潤弁護士） 参加者２６名 

新人職員オリエンテーション（会場：法人本部２F）  

第1回 2016 年 4 月 2 日(土) 9 時～17 時     参加者２９名 

第２回 2016 年 8 月 2 日(火) 9 時～17 時     参加者１２名 

第３回 2016 年 12 月 2 日(金) 9 時～17 時     参加者１１名 

新人職員研修（会場：法人本部２F）  （講師は伊藤巧施設長） 

第１回 新人職員研修   2016 年  7 月 13 日(水)   15 時～17 時   参加者１３名 

第２回 新人職員研修   2016 年 11 月 16 日(水)   15 時～17 時   参加者１３名 

 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

【2016 年度 研修委員会主催 研修】 

全体研修①  2016年 4 月 16 日(土) 「地域貢献～地域のニーズに応えるために 」 

午前：講演「きずなの会の活動について」 浜松事務所所長 山﨑道生氏 

午後 話し合い 感想 自分たちの施設で出来ること等   参加者 105 名 

全体研修②  2016 年 10 月 22 日(土) 福祉のプロとなるために～困難事例への対応   

講師（お話と指導） 日本女子大学教授久田則夫氏   参加者 114 名 

ケースプレゼンテーション 質疑応答個人ワーク グループワーク  

事例発表：（午前） ぎんもくせい／（午後）- かたくりの花 

部門別研修 

（高齢者）6 月 24 日 元気が出る講演会 参加者 69 名 

      9 月 23 日  エンゼルメイク      12 月 7 日  嘔吐物処理研修 

（障害者）7 月 22 日 事例検討会 本部２F 21 名 

その他   9 月 2 日 認知症サポーター講座 牧之原市キャラバンメイト  20 名 

資料 2 
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地域に対する公益的取組み 

 

  ①無料又は低額な料金で、低所得の人にサービスを提供 

「聖ルカホーム」、「グレイス」、「ライフサポートさふらん」 

「相寿園」と「ぎんもくせい」の自主的な短期入所 

「介護職員初任者研修」でも、申し込めば、受講料を減額。 

 

  ②居場所の提供 

   「Ｙカフェ」一人暮らし高齢者を車で送迎。昼食を提供し作品創り等。 

   「レタスクラブ」で、引きこもっていた人たちのために居場所を提供。 

 

  ③他の事業所が受け入れない困難な利用者への対応 

     グループホームみぎわ、 ワークセンター希望の家 

 

  ④施設の開放 施設の設備等の物品の貸し出し 

     グレイス（カラオケの設備）／ 

さざんか（生活介護施設で、入浴サービス） 

 

  ⑤地域で暮らす障碍者への生活支援 

     就労移行支援センターレインボー（就職した障碍者へフォロー継続） 

 

  ⑥刑務所出所者への福祉的支援 

     ぎんもくせいなど、養護老人ホーム 

ワークセンター希望の家でも、受け入れたことがある。 

  

  ⑦地域住民との交流 

     オリーブ園を中心にして、年に 1 回、障碍者や高齢者と、地域住民との

交流、オリーブの花の鑑賞やオリーブ茶の試飲など、オリーブの成長を

楽しむとともに、フリーマーケットや農家の野菜販売などを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 
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2016(平成28)年度事業報告 

 障害者支援施設 

垂穂寮 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

法人が掲げる基本理念に沿った事業運営を心がけてきたが、職員による虐待事件が発

生したことから、ご利用者の立場に立った質の高いサービス提供に加えて、法令を遵守

する事が結果的に出来なかった。 

２ 課題（評価） 

（１）職員の大幅な変更を危惧しながらも、ご利用者の安心、ご家族からの信頼、全スタッ

フが協力して勤務できることを目標にしていたが、職員による虐待事件の発生を招き、

安心、信頼を失う結果となる。しかしながら、スタッフの力により一番困難な時期を

乗り越えることができた。 

（２）ご利用者の高齢化に伴う医療ケアへの配慮等に関連して、体制の見直しや業務改善を

目標としていたが、日々の改善を除き、完遂するまでには至らなかった。 

（３）短期入所の可能な限りの要望に応えることを目標としていたが、1 月からはスタッフ

の欠員等を理由に休止せざるを得なかった。ただし、可能な範囲での対応はできた。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

（１）定員50名、現員50名（男性30名、女性20名）★新規の入退所はなし。 

（２）ショートステイ(宿泊)利用定員4名、日中一時支援(日帰り)利用定員4名で実施。 

２ 職員について 

（１）職員配置の状況（平成29年 3月 31日現在） 

     施設長 1 名、事務長 1 名、副施設長 1 名（兼務）、ｻｰﾋﾞｽ管理責任者 2 名(兼務 1 名)、 

生活支援員 28 名（内準職 1 名、ﾊﾟｰﾄ 4 名、兼務 1 名）、看護師 2 名（内ﾊﾟｰﾄ 1 名）、 

栄養士 1 名（嘱託）、調理員 5 名（内準職 1 名、ﾊﾟｰﾄ 1 名）業務員 3 名（ﾊﾟｰﾄ）、 

事務員 1 名、＊長期休暇・栄養士 1 名（産後休暇）、看護師 1 名（病気療養） 

（２）入退職、人事異動の状況 

     中途入職 1 名（ﾊﾟｰﾄ）、退職者 3 名（生活支援員、内 1 名ﾊﾟｰﾄ）、2 月施設長 1 名の

交代、2 月配置転換 1 名 

★年度当初からの生活支援員、調理員の不足状態が続き、適切な補充を年度末まで

に行うことができなかった。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ 生活介護 

個別支援計画を基に、平日の午前中は散歩、日光浴、土日はドライブ、午後は男女隔日

での入浴を基本として実施してきた。通院回数の増加、利用者の重度化・高年齢化、また

職員の不足などが重なり、散歩だけでなく入浴も実施できない日があった。 

２ 施設入所 

利用者の高年齢化、重度化に伴い定期通院のほか、緊急受診の数も増えてきている。ま

た、入院の回数も増え、より医療面でのケアの充実が求められている。 
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Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 防災 

    消防計画に基づき、主として夜間における火災や地震の発生を想定した避難、誘導訓練

を実施した。また、防災設備の確認と備蓄品の点検も実施した。 

    11月に島田消防署、町内会及び消防団の関係者の立会いのもと総合防災訓練を実施した。

訓練後のミーティングでは様々な意見や助言をいただいた。 

 ２ 交通安全 

  公私ともに常に安全運転を心がけることを励行した。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

  静岡県の勧告書に対する対応として、虐待セルフチェックを9月と3月に実施し、支援の

在り方について職員一人一人が意識できる機会を設けた。虐待防止委員会等を開催し、虐待

に対する取り組みを行った。 

 事故等は、利用者同士のトラブル（他傷行為）が76件と最も多く、服薬に関する事故報告

（怠薬、忘薬、薬落下等）が66件、次いで転倒や怪我に関することが42件となっている。 

 

Ⅵ 家族や地域 

 １ 家族との関係 

   年2回の個別面談、奉仕作業、総会、行事、ふれあい期間の案内、年度末からは毎月の家

族便り等を発送することで、定期的に保護者との連絡を行うことができた。 

 ２ 短期入所・日中一時支援の受入れ 

     地域に対する役割として、ショートステイ（宿泊利用）及び日中一時支援（日帰り利用）

の受入れを例年通り実施して来た。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 実習生の受け入れ  

   保育士取得のための施設実習を中心に、その他社会福祉士取得のための現場実習も受け

入れ、実人数として 28 名の実習生を受け入れた。次世代の福祉の担い手を育てるために

今後も積極的に受け入れていく。 

２ ボランティアの受け入れ 

   調理、行事（主には納涼祭）、繕い物、応援職員等を中心に受け入れた。 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

 １ 改修工事としては、西北面外壁塗装工事、自動聴取設備更新工事を実施する。 

 ２ 設備は、冷蔵・冷凍庫、包丁俎板殺菌庫、記録システムの増加に伴うPCの増設等。 

  

Ⅸ 職員研修 

  現場職員の不足により、外部研修への派遣、内部研修の実施を十分に行えず、職員の資質  

向上、自己研鑽の機会を与えることが出来なかった。 

 

Ⅹ その他 

  虐待事件後に他事業所から応援職員を派遣して頂いた。 

不審者対応として、さす股の購入と警察署による講を実施した。また、緊急通報ボタンを

設置した。 
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2016(平成28)年度事業報告 

 障害者支援施設 

やまばと希望寮 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施しました。 

２ 課題 

（１） 個人の能力に頼らず複数の職員で支援が出来る体制配置を実施。事故防止対策として、

ヒヤリハット書式のの簡易化を進める。 

（２）計画相談支援に沿って、利用者個々に合った生活支援を心掛ける。保護者･ご家族の 

   意見交換の機会が少ない。 

（３）主任会を中心として希望寮のご利用者の支援、生活環境、人員配置等話し合いを進め

たが関係機関との連携は進まなかった 

（４）高齢化･重度化に焦点を当てたが若い利用者の生活を充実させるための支援が不十分。 

     

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

（１）定員30名、現員30名（男性21名、女性9名） 

（２）ショートステイ(宿泊)利用定員5名、日中一時支援(日帰り)利用定員9名で実施。 

 ★ご利用者1名が慢性心不全の為12月に逝去。3月末に新規ご利用者入所。 

２ 職員について 

 職種別：施設長1名、サービス管理責任者1名、看護師1名、管理栄養士1名 

 支援員23名（内準職1名、パート7名）、事務員2名(内パート1名) 

★複数の職員が希望寮から離れることになり、正規職員が欠。夜間支援をする職員の負担

が増した。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ 生活介護 

  通院する機会が増加し、日課の基本としていた散歩や作業の実施回数は減少。月1～2 

  回の小外出、夏季の特別外出は今年度も実施し、個別支援の増加に繋がる。個別の音楽療 

  法も継続、次年度も活動を続けていく予定。 

２ 施設入所 

（１）個別支援計画を基に安心安全な生活を起こることを目指すが老齢化･重度の疾患、転 

 倒、骨折、接触による怪我等もあり、安全な居住空間の整備が出来ず、多くの課題を 

 残している。 

（２）健康管理 

 精神科 内科 耳鼻科 外科 呼吸器 眼科 皮膚科 その他 

件 数 ２１２ ４８ １４ ３２ ５２ １２ ７ ５１ 

  歯科については通院せず訪問歯科にて対応（何件）高齢化も進み、救急も増える可能性が 

  ある。 

   

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 防災 
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 （１）火災及び地震に対する計画に基づき防災訓練を行った。火災に対しては、消防署の指 

  導を参考に出来る限り実際に対応出来るような形で実施。地震に対しての準備・検討 

  を行った。 

 （２）今年度も、地元坂2町内会と地震の総合訓練を実施した。今後の課題として地域との 

より細かな協力体制が課題。 

 （３）福祉避難所として災害時の受け入れ訓練を牧之原市と合同で実施する。 

 ２ 交通安全 

  事故等起きないよう日頃より心掛けて来た。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

   ヒヤリハット・事故報告については、213 件（原因不明記録表 126 件､ヒヤリ 24 件、事

故63件）あった。報告数は増加しているが昨年度から更に簡易的な報告の取り組みをした

結果と思われる。ご利用者の怪我等への意識は高くなってきたものの、服薬に関しての事

故等は減少していない。 

  

Ⅵ 家族や地域 

 １ 家族との関係 

  年２回の個別面談、奉仕作業、総会、行事、ふれあい期間の案内等を発送することで、 

   定期的に保護者との連絡を行う。 

 ２ 短期入所・日中一時支援の受入れ 

   地域に対する役割として、ショートステイ（宿泊利用）及び日中一時支援（日帰り利用） 

    の受入れを例年通り実施して来た。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 実習生の受け入れ  

  障がいを持つ方々と接する経験は、人を理解する上で大変大きな意味を持つと考え、こ 

   れからの社会を担う人を育てるという意味からできる限り積極的に受入をしてきた。 

２ ボランティアの受け入れ 

  行事以外で利用者と関わってくれるボランティアを得ることはできていない。そのため 

   の活動をする余裕がないという実情であった。今後機会を得られれば再度取り組みたい。 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

 １ 浴室改修工事により、身体機能の低下に対応出来る環境に近づいた。 

 ２ 娯楽室改修工事は実施に至らなかった。 

  

Ⅸ 職員研修 

  現場職員の不足により、外部研修への派遣、内部研修の実施を十分に行えず、職員の資質 

  向上、自己研鑽の機会を与えることが出来なかった。 

 

Ⅹ その他 

 １ スチームコンベクション等、調理器具の買い換えをする。 

 ２ 支援記録システム導入は次年度持ち越しとなる。 
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 2016（平成28）年度事業報告 

               共同生活援助（介護サービス包括型） 

わかば、もくれん 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

1 活動方針 

   法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施しました。 

2 課題  

(1) わかばでは安心と健康・安全のための配慮をし寄り添う時間を多く創った支援をしま

した。利用者皆さんが落ち着いた生活となり笑顔が多く穏やかに過ごされています。 

(2) 「わかば」では利用者が中年になりメタボ体形になった人もいるので、食事、運動に

注意した生活を行い休日は長距離散歩を行った結果、体重減少の効果が現れました。 

(3) 「もくれん」では利用者が高齢化し介護度負担が重く通院回数の増の問題があります

が同一病院の診察、通院を同じ日にして頂いて回数の軽減を行い工夫しました。しか

し見守りの不足による転倒などの怪我が多くあり事故に繋がるケースが見られた。職

員の疲労や人員不足についても、解決を求められている。 

(4) 拘りの激しくなっている強度行動障害の利用者と共同生活が不適格な利用者の対応に

取り組んでいますが対応に苦慮しています。特に不適格な利用者一人に他９名の利用

者が脅えた生活を余儀なくされて、日中活動先でも対応困難で午前中に帰えされる日

が複数回あり自暴自棄な生活態度にパートスタッフが退職を考えて相談されている世

話人さんも複数名いますが、何とか説得している状況です。 

 

Ⅱ 利用者や職員状況 

＜わかば＞(1)利用者について：定員10名「全員男性、平均年齢（47,5）平均区分5.5」 

(2)職員について：施設長サービス管理責任者1名/兼務、、事務職員1名/兼務、常勤職員

2名,非常勤職員8名、生活支援員4名、世話人6名、直接支援員10名。夜間、宿直支援体

制を取りましたが利用者に影響なく落ち着いた穏やかな生活が出来ている。 

2年前より認定調査で支援区分が下げられる傾向にある事を聞いて（障害特性は考慮する）

下がらない工夫と上がる工夫をし認定調査時に調査項目に沿った資料を提供したことが功

を奏しわかば、もくれんで4名上がり平均区分20名で5,4と入所施設なみに高い 

＜もくれん＞ 

(1) 利用者について：定員10名「男性6名、女性4名」平均年齢（58,7歳）平均区分5,2] 

(2) もくれん利用者は高齢化が進み73歳の方1名、72歳の方１名、68歳の方１名、65歳

の方、1名、、64 歳の方 1名、63 歳の方 1 名、58 歳の方１名 43 歳 2 名、38 歳 1 名 7

名が高齢者通院や精密検査が必要となり支援が重度化、3名の方は高齢者介護申請をし

入所施設待機中。 

(2)職員について 

施設長、サービス管理責任者 1名（兼務）、事務職員 1名/兼務、正職員 2名常勤職員 2

名非常勤職員12名(生活支援員5名、世話人4名、夜勤専門員5名直接支援員14名体制

で行った。前年度より夜勤支援体制を取り夜間支援体制が厚く見守りが整いつつある。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

（1）わかばでは自由で伸び伸びした生活空間を創り家庭的な生活を楽しんで頂きました 

1) 鍵による管理はしないよう努めた。結果、無断外出が減少ほぼ無くなりつつある。 

2)自閉症(或いはその傾向が強い利用者が多いため特性を考慮した支援を継続し、、結果
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拘りが減少している。 

3)もくれんでは問題が生じた場合、対症療法的な対応ではなく本人が納得出来る形で解

決を図るよう努め時間を掛けながら取り組むが本人の理解度も含めて苦慮しています。 

4)自身の出来る事を増やし（洗濯物干しタオルたたみ、掃除、ゴミ出し等出来ている）

どの利用者にも生活の中に役割を持っていただき自身の出来る事を増やし活躍して頂く。 

（2） 土日の過ごし方 

1) 買い物や調理等、生活を実感出来る内容を取り入れスタッフといっしょに食事やお

やつ作りをして、楽しんで頂きました。もくれんでは土曜、散歩を兼ねながらカフ

ェこむぎに立ち寄ってコーヒーを楽しみました。 

2) 外出の機会を多く造り、地域で公共交通機関を利用し経験を積む支援をしました。 

3) 清潔を保つ事、当たり前の生活を実感して頂き快適な空間で生活して頂きました。 

（3） 健康管理 

基本的に規則正しい生活習慣を整え、散歩に出る習慣を作り時間をかけて取り組んだ。  

    わかばで季節性感染症に利用者5名スタッフ4名が感染し県指導課に報告届出をした。 

活動先よりインフルエンザＡ型に利用者感染し再び、県福祉指導課に連絡、報告する。

改めて感染症の怖さを体験しましたので今年度は早期対応準備し生かして行きます。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

1 防災や交通安全についての意識づくりをし、施設内研修に参加しました。 

2 避難訓練を毎月実施し、いろいろな場面想定をした避難訓練をバックアップ施設と協

力しながら、わかば、もくれん単独でも訓練をしました。 

3緊急時の支援(1)わかば：希望寮の支援を得る。(2)もくれん：グレイスの支援を得る。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

  法人内の事件を自身の事業所の事として受け止め今回スタッフ全員での会議で話し合い 

  を持ち互いに注意し合えるよう前向きに受け止め毎月の会議の中で、確認していく。 

 

Ⅵ 家族や地域 

1定期的な帰宅は継続し、その都度話し合いを持ちました。 

2ふれあい広場などの参加をしました。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

1 多くの地域住民に福祉施設を知ってもらえるよう努めました。ボランティア２名あり 

2 可能な場合には、実習生を受入れていきますが実習希望は有りませんでした。 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

  建物内部の掃除をしっかり行います。 掃除は毎日行い清潔を保つことを心掛けました。 

 

Ⅸ 職員研修 

.非常勤パートスタッフが大半を占めるので自閉症の研修や、てんかん講座等、専門性を高めて

いく予定が出来なかった。来年度は必ず研修に参加します。正職は内部、外部研修に参加した。 

 

Ｘ その他 

  今年度も引き続き毎月のケアホーム全体会議において聖書の輪読をして、職員一人ひとり 

  の内面に語り掛けていくよう行っていき継続していきます。 
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2016(平成28)年度事業報告 

 共同生活援助 

みぎわ 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施しました。 

２ 課題 

（１）現在、休日の余暇活動充実のため、他事業所の移動支援事業を利用しているが、みぎ

わ職員による支援があまりできなかったため、今後は、ご利用者の希望を取り入れ実

施回数を増やしていきたい。また、15名定員になったが、利用者間の大きなトラブル

はなかった。引き続き利用者間のトラブルには気を配りたい。 

（２）ご家族との定期的な会合を年２回開いていたが、今年度は、1 回しか開催できなかっ

た。今後は、ご家族との交流行事を検討し、ご利用者に気軽に会いに訪れることが出

来るような事業所を目指したい。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

定員15名、現員15名（男性12名、女性3名） 

２ 職員について 

 職種別：施設長1名(事務長兼務)、サービス管理責任者1名(生活支援員兼務)、生活支

援員4名(常勤3名、パート1名)、世話人9名(常勤1名、パート8名)、事務員1名(生

活支援員兼務) 

★5月で施設長が交代、10月に再び施設長が交代、垂穂寮事務長が施設長代理を務め、年

度末を終えた。また、世話人が労災により長期休養。サビ管が事故により休養など、施

設長交代と合わせ混乱を生じたが、10月に常勤の世話人が就職、11月よりサビ管が生

活支援員の業務に復帰し、落ち着きを取り戻した。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ 今年度より15名のご利用者の体制となったが、ご利用者の日中活動先に、スムーズに通

所、出勤できるよう支援を行った。あおば棟のご利用者も風邪で休むことはあったが、

長期に休む方はいなかった。 

２ 生活習慣が身についていないご利用者には、根気よく声掛けし支援を行った。自閉症の

方には、ご本人に理解していただくための方法や手段を模索し支援した。 

３ 通院は、ご家族の協力を得た方もあったが、定期的なものや風邪等は職員によるものが

多かった。幸いなことに入院者はいなかった。 

４ 毎月の体重測定を実施するとともに、看護師や管理栄養士の指導のもと、食事管理、健

康管理等に配慮した。 

５ 誕生者のいる月には、ケーキ・菓子等で誕生をお祝いした。 

６ 土日祝日は、個別の外出や帰宅される方以外は、散歩、ドライブ等を行った。 

７ ご利用者の日中活動先への送迎は、行きは1名が公用車、帰りはコスモス3名、なのはな2

名、うたしあ1名の計6名となったため、垂穂寮の公用車を使用し行った。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 毎月1回、夜間の火災や災害時に重点を置いた防災訓練を実施した。 
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 ２ 夜間帯（21：00～6：00）は、ご利用者15名に対し、職員1人で支援にあたっている。警

備防犯体制を強化するため、（株）セコムと警備契約（火災通報・非常通報）を結んだ。 

 ３ 消防法令の一部改正に伴い、消防機関へ通報する火災報知設備が、自動火災報知設備と

の連動が必要になったため改修工事を行った。 

４ 余暇活動や通院、日中活動先への送迎等で、ご利用者が公用車に同乗するため、職員は

交通マナーを遵守し、安全に十分注意し運転を行った。 

 ５ 自転車を使用するご利用者には、交通マナーを教えるとともに、安全運転を意識してい

ただいた。 

  

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

 １ ヒヤリハット・事故報告については、22 件（ヒヤリ 7 件、事故 15 件）あった。小さい

ヒヤリハットも記録することで、職員間で情報を共有し、職員会議で支援について話し

合い、事故防止に取り組んだ。 

２ 虐待を防止しご利用者の人権を保護するため、虐待対応窓口を設置し、虐待防止受付担

当者、虐待防止マネージャー、虐待防止責任者を定め、緊急事態への対応も含め、本部

と適切に連携し、積極的に問題解決にあたるよう体制を整えた。 

３ 昨年度の虐待通報の件をふまえ、チーム全体として問題解決にあたるべきことを周知し、 

  虐待を未然に防ぐよう、担当者は法人内外の研修に参加し、支援の質の向上に努めた。 

  今後は、全職員に研修参加を進めていきたい。 

 

Ⅵ 家族や地域 

 １ 家族との話し合いの機会は、その都度個別に持ったが、全体の「ご家族の集い」は、3

月に1回のみしか実施できなかった。   

 ２ 地域の行事への参加はできなかった。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 実習生やボランティアの受入はなかった。 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

 １ ワークセンターあさがおに委託し、みぎわ棟建物内の共有スペースの掃除を週3回行った。

その分職員は、利用者の衣類整理や、居室美化に努めた。次年度も引き続き実施したい。  

２ あおば棟の電気設備のアンペア変更や、居室の電気器具の交換等あおば棟を中心に修繕

を行った。あおば棟の外壁の塗替え時期に来ているが、今後計画を立て予算を組んで実

施していきたい。 

 ３ 草刈りや花壇の手入れ等を定期的に実施した。 

 ４ みぎわ棟の衣類乾燥機を更新した。 

  

Ⅸ 職員研修 

１ 今年度は年度途中の管理者の交代、職員の病欠等で研修の実施を十分に行えず、職員の

資質向上、自己研鑽の機会を与えることが出来なかった。 

   

Ⅹ その他 

 １ わかばとの世話人交流会が実施できなかった。引き続き計画を立て実施していきたい。  
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2016(平成28)年度事業報告 

 生活介護 

ケアセンターさざんか 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

（１）法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施しました。 

２ 課題 

（１）本人の希望をできる限り反映できるように職員が支援にあたることができたと思う。 

（２）日々利用者が安全・安心に過ごせるように配慮できたと思う。 

（３）５年後の新築移転の準備できていない。具体的に計画を立てながら、法人の助言など 

   もらい進めていきたい。 

（４）介護負担軽減対策については、職員の意見など聞きながら進めている。今後の課題継

続 

      

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

（１） 定員20名、利用登録者数24名 

(医療行為が必要な利用者2名、65歳以上の利用者4名在籍) 

２ 職員について 

 職員数は、15名：施設長1名(サービス管理責任者兼務)看護師1名(パート) 

生活支援員12名（内正職3名・準職1名）、事務員1名 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ サービス実施状況 

  送迎サービス：希望者20名毎日実施 通院付き添い：希望者3名3回実施 

  入浴サービス：希望者9名(男性5名・女性4名)97日延べ人数417人実施 

 行事として、運動会・クリスマス会・成人を祝う会・食事会を行いました。 

 外出については、利用者のアンケートを基に、プラネタリウム・ぶどう狩り・小國神社 

 バイキング・ＳＬ・県警視閲式・苺狩り・灯台・なぶら館へ小グループ外出しました。 

 クラブ活動(6クラブ)を年12回行いました。 

  

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 防災 

    全員参加の防災訓練を3回、通信訓練2回行いました 

  安全面に配慮しながら実施することができました。 

 ２ 交通安全 

   公用車で出かける時は、交通規則を遵守し安全運転に心掛けました。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

  ヒヤリハット・事故報告については、28件（ヒヤリ12件、事故16件）あった。 

  ヒヤリハット・事故報告は、全職員に解りやすい場所に周知しました。 

  ヒヤリハット報告については、事故に繋がらないような対策を話し合いました 

  事故報告は、活動中の怪我が多く、検証して再発防止に努めました。 
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Ⅵ 家族や地域 

 １ 家族との関係 

  年4回の保護者会を開くことができました。また、クリスマス会で家族を招待して、他の 

   利用者家族・家族との交流ができました。 

 ２ 地域との交流 

   牧之原市の福祉交流会・社協主催のふれあい広場に参加しました。 

    坂部小3年生の交流・雙葉学園クリスマス訪問での交流もありました。 

    

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 実習生の受け入れ  

  ＮＨＫ学園の実習生が1名延べ3日、東海福祉子ども学科の実習生1名延べ1日 

職業体験実習で榛原中学生4名延べ3日特別支援学校の体験実習生で、2名延べ5日 

清流館高校実習3名延べ2日ありました。 

２ ボランティアの受け入れ 

  読み聞かせボランティア6回・日赤奉仕団2回(環境整備)音楽教室の有償ボランティア 

定期的にありました。 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

  大きな修繕などありませんでした。荒天の時、雨漏りが何箇所見つかるが、雨漏り箇所が 

  見つけることができない現状あり(業者も)。 

  建物周辺の環境整備を、主に依頼していたボランティアが、9月末で退職 

  今後の環境整備(草刈り含め)課題である。 

 

Ⅸ 職員研修 

  法人の内部研修を始め、外部では静岡県知的障害者福祉協会などの研修に18件参加 

  できました。 

 

Ⅹ その他 

  介護負担を増しているため、業務内容を見直し・改善できるものは改善し 

必要であれば福祉器具の導入も考えていきたい。 
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2016(平成28)年度事業報告 

 生活介護 

ケアセンター野ばら 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施した。 

２ 課題 

（１）昨年同様に、落ち着いた雰囲気のなかで、創作や心身のリラクゼーションに取り組む

ことが出来た。来年度も其れを大事にしたい。 

（２）利用者個々に合った生活支援を心掛け、保護者･ご家族との連携を図り、きめ細かい支

援を行うようにしたい。 

（３）高齢化･重度化に伴うご利用者の介護環境に関わる配慮が必要になってきている 

   

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

（１）定員20名、現員22名（男性22名、女性10名） 

（２）利用者については、年度内においての、入れ替え等はなかった。 

   開所:254日,総利用者数5384人、利用率96.3％、平均利用者数20.9人 

２ 職員について 

  職種別：施設長1名、サービス管理責任者1名、パート看護師1名、生活支援員支援

員10名（内正職2名、準職1名、パート7名）、調理員1名(正職)、パート運転士1名：

計 15名 

 職員の兼任から専任化、配置替えにより現場に入れる支援員が実質的減ることにより、

業務の見直しや研修機会が減る結果になった。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ 個別支援 

  支援計画書を基に、日課の基本としていた散歩や作業の実施回数は減少。月1～2 

 回の小外出は今年度も実施した。絵画教室やリフレ等のグループ療法も昨年度に継続し       

て実施した、次年度も活動を続けていくが、絵画教室については、月に一度予定。 

２ 健康管理 

   日頃から、連絡ノートや登退所の時に保護者会との連絡を密にし、急変時への対応が

遅れないように努めた。幸い、事業所内での感染症等の大きな流行はなく、冬季を越す

事が出来た。 

 ３ 活動支援 

   前年度に引き続き、市のライフサポート事業を有効活用して、本人と家族への支援をし

た。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 防災 

（１） 火災及び地震に対する計画に基づき月1回の防災訓練を行った。 

   現在、災害時の「事業継続計画」を作成中である。 

（２） 今後の課題として地域との災害時のより細かな協力体制が課題である。垂穂寮を中心   
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   にエリア内で協力体制を取っていきたい。 

 ２ 交通安全 

  事故等起きないよう、送迎時と外出時は、交通安全に心掛けて来た。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

  ヒヤリハット・事故報告については、39件（ヒヤリ12件、事故27件）あった。昨年度 

  と比較して転倒事故報告数が増加している。ご利用者同士の事故も増えた。ヒヤリハット    

の報告がまだ少ないと思われる。事故防止に向けて、ヒヤリハットの報告を出せるように

したい。 

 

Ⅵ 家族や地域 

 １ 家族との関係 

  年２回の個別面談、奉仕作業、、行事のなかで、保護者との関係を密にして行くように心

がけた。「障がい者差別防止」についての勉強会を保護者会の中で、実施できた。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 実習生の受け入れ  

  障がいを理解して、これからの社会を担う人を育てるという意味からできる限り積極的

に受入れをしてきた。垂穂寮関連の実習生受け入れと特別支援学校からの体験学習を受

入れした。春に、通所施設の職員1名の実習、秋には、支援学校教員らの見学もあった。 

２ ボランティアの受け入れ 

  教室と昼食準備で利用者と関わってくれるボランティア各1名づつ受入れをした。年度内

に環境整備のボランティアの方が、１名終了となった。今後機会を得られればさらに受

入れに取り組みたい。 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

 １ 野ばら本館外壁の塗装工事を行う。 

 ２ 本館天窓周りの壁面張替工事についても実施した。 

  

Ⅸ 職員研修 

   外部研修への派遣を十分に行えず、職員の技量向上の機会を与えることが出来なかった。

法人の新年度研修と久田先生の研修には、積極的に参加をした。9月、野ばらの独自研修会

では、静岡大学の竹之内先生を招いて、「哲学カフェ」として人の死をテーマに職員で話し

合いをした。 

 

Ⅹ その他 

 １ 来年度冷凍冷蔵庫を購入したい． 

 ２ 今年も、愛護ギャラリーに絵画、工芸の部門に出品参加をした。実行委員としても参加

をし、福祉協会の活動に協力出来た。 
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2016(平成28)年度事業報告 

 生活介護施設 

ケアセンターかたくりの花 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施しました。聖書を語る会に毎月出席し全体会議

にて内容について共有しました 

２ 課題 

（１）3年前一日平均利用23.5名と常時定員を超過していたが毎年徐々に他事業所へ移行

し一日平均利用は 18.6 名となったが個々のニーズには応えるには職員体制が不十

分だった。 

 

（２）ベテラン職員3名入れ替えに伴う職員体制の弱体化については業務の洗い出しを行

い、年間の全体支援計画書や業務分掌を作成したが各利用者の支援の詳細までは表

す事が出来ず支援の継承、統一化は不十分だった。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

（１）5月、6月、1月にB型 2名、作業中心の生活介護へ１名の計3名他事業所への 

移行支援を行い待機者の為に利用枠を確保する事が出来た。  

（２）新規利用者受け入れ4月1名、8月１名 

年 間 開所日数 総利用者数 1日平均利用者数 

261日    4893人 平均18.6名 

２ 職員について 

 2015年度ベテランの3名の職員が異動や退職で建て直しに苦慮した１年であった。 

また2016年度も3月 31日付で準職１名、パート2名退職したが年度中には職員の補充

は完了していない。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ サービスについて 

（１）利用日、営業時間について 

   年間で開所日数は 261日、延べ4893名の方が利用しました。送迎時間は営業時間に 

含まれないため営業時間を9：00～17：00を改め9：00～15：00としました。 

（２）送迎について 

   利用者の安全・利便性を確保するため３台の車で実施し可能な限り希望時間等に添える

ようにしたが1回平均10名を割り送迎加算Ⅰから加算Ⅱへ変更しました。 

２ ケアについて 

生活介護の目的を踏まえた個別支援計画になっているか会議にて見直しを行いました。 

動作法、リフレやスヌーズレンも行い行事は予定通り行い、利用者会議を 16 回行い自

己決定支援を行いました。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 防災 

  （１） ＢＣＰ事業継続計画を作成し災害時には可能な限り事業を継続する体制を整え、災
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害用備品を購入しました。 

（２）防災訓練を毎月行い、11月施設防災の日は発煙筒で火災報知機のチェックを行い 

水消火器で消火訓練を行ないました 

 

２ 交通安全 

   法人で開催する交通安全講習会に参加。大きな事故等は無かったが施設前の公道交差点

でスピードを出す車が以前より多く出入りの際はより注意が必要となった。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など 

   苦情や要望に関しては、誠実に対応し、リスクマネジメントは日常的なヒヤリハットを

ケース記録から集計し多くを拾い出すことが出来、虐待についても虐待ヒヤリをケース

記録から拾い出すことにしました 

 

Ⅵ 家族や地域 

１ 家族との交流について 

    連絡ノート及び施設だよりにより、利用者の様子について情報を共有化するよう努め

保護者会を（１ヶ月に１回）実施し、研修旅行を実施しました。 

２ 地域との交流について。 

    施設の行事（納涼祭・クリスマス会 ）に参加をお願いしました。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 実習生の受け入れ  

   藤枝・吉田特別支援学校 職場体験実習 3名 

２ ボランティアの受け入れ 

  アルム珈琲店 岩本造園 そば打ち 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

１ 本館と作業棟の通路施行。 さくらと檸檬の木植樹 

２ 本館にて壁の亀裂による雨漏りが見られ地盤沈下によりガス管に亀裂が入り次年度補修

工事を行う事となった。  

３ 職場環境は法人内の他事業所を参考に業務の見直しを行い、時間外勤務を減らすことが

出来ました。 

 

Ⅸ 職員研修 

１ 法人内外の研修には積極的に参加し、全体会議にて報告も兼ね、学習会を行なった。 

２ 法人全体研修の場で事例発表を行い多くの方々からアドバイス等を頂いた。 

 

Ⅹ その他 

１ 施設長決済により購入した物 

BLプレイヤー  TV Wii シロボックス（テナー、ソプラノ） キーボードアンプ  

デジカメ 予定用ホワイトボード ワイヤレスマイク チューナー増設 園芸テーブル

（保護者会より贈呈）  多目的ワゴン 物置 便座洗浄ユニット交換  

２ リース物件 

PC１台、複合コピー機 カーテン再リース、ハイエース再リース  
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2016(平成28)年度事業報告 

 就労継続支援Ａ 型事業所 

ワークセンターカサブランカ 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 法人が掲げる基本理念及び事業計画に沿って事業を実施した。 

２ 課題 

（１）関係機関との連携については、市、相談機関、ハローワーク等とケア会議を開催する

など、情報共有に努めた。 

（２） 一般企業への就労については、今年度は２人の方が市内にある一般企業へ就労された。 

（３）一般就労が困難な方については、１人の方が市内のＢ型事業所へ移行された。 

（４）送迎サービスについては、送迎を希望する新規ご利用者はいなかった。 

（５）職場環境の整備については、暑さ対策としてミスト扇風機を導入、冬の寒さ及び雨天

時の対策として作業場の入口に透明ビニールカーテンを設置した。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

定員15名 平成28年 4月 1日現在の登録者 14名（男性13名、女性1名） 

   年間営業日数 252日  延利用者数 3,282人（1日平均13.0人） 

   ・新規利用者4人 

   ・一般就労へ移行による契約終了者 2人 

   ・就労継続Ｂ型へ移行による契約終了者 1人 

２ 職員について 

 職種別：施設長（嘱託）1名、サービス管理責任者（正職）1名、 

生活支援員（パート職員）1人、職業指導員（嘱託）2名 

   ・職業指導員のうち1人が交替した。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

 １ 就労継続支援Ａ型事業 

 （１）雇用契約（実働4時間）に基づき、就労の場を提供し、夏場や年末年始の繁忙期には

時間延長を行った。 

 （２）一般就労への知識、能力が高まった利用者に対し、一般就労移行への支援を行った。 

    今年度は、2 人の方が市内の一般企業へ就職することができ、就労後も定期的に企業

を訪問し、困りごとの相談等の支援を継続している。 

 （３）今年度も島田市から資源類中間処理業委託を受け事業を実施した。 

大きなトラブルもなく順調に事業を遂行することができた。容器リサイクル法に基づ

くペットボトル及びビン類の品質検査では、Ａランクの評価をいただき、特にペット

ボトルはパーフェクトの結果だった。 

 ２ 健康管理 

   例年どおり、年1回の健康診断を受診し健康状態の把握に努めた。 

   また、10月には歯科医師、歯科衛生士による口腔ケアとブラッシング指導を行った。 

   特に、精神障がいの方の状況把握のため、かかりつけ医療機関のケースワーカー等との

連携を密に行った。 

 ３ 教養娯楽 
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   委託業務遂行に支障のない範囲で季節の行事を実施した。 

   今年度は、カサブランカ創立10周年記念行事として、創設当時の施設長をお招きして一

泊旅行を実施した。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 防災については、火災や地震等の災害発生時に安全かつ迅速に避難するため、毎月の防

災訓練に加え、１月には施設防災訓練を実施し、利用者・職員全員による消火訓練を行

い、消防署への通報訓練も併せて実施した。 

 ２ 交通安全については、日頃から交通安全に注意するよう声かけをするとともに、１２月

には、島田警察署の交通指導員による交通安全教室を開催した。 

   年間とおして、利用者・職員に交通事故はなかった。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

 １ 苦情については実習中の方からの苦情が１件あったが、関係機関の協力をいただきなが

ら、対応した。 

２ 事故・ヒヤリハットは転倒、ガラス瓶によるケガ等18件（事故9件、ヒヤリ9件）で、

大きな事故に繋がることはなかった。今後も個々の体調管理、作業環境を整備するなど、

事故防止に努めていきたい。 

 

Ⅵ 家族や地域 

 １ 毎月発行する施設便りで、事業所の様子などをご家族にお知らせするとともに、必要に

応じてご家族と面談して情報共有を図った。 

 ２ 地域の方々との信頼関係を築くため、「あいさつ」を心掛け、「障害者啓発事業」や「島

田市にこにこクリーン作戦」で通勤路の清掃奉仕を行った。 

  また、島田市や法人内外の関係機関等との連携や各関係機関が開催する会議、研等へ積

極的に参加し、情報共有に努めた。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 利用を希望する実習生は10人で、そのうち4人の方が利用を開始されている。 

   精神障害の方の利用希望が増加している中で、今後はその対応が課題になると思われる。 

２ 繁忙期のボランティアの受け入れについて、静岡県社会福祉協会へ依頼したが受け入れ

には至らなかった。 

 

Ⅷ 環境整備 

 １ 作業環境の整備については、暑さ対策としてミスト扇風機を導入、冬の寒さ及び雨天時

の対策として作業場の入口に透明ビニールカーテンを設置した。 

 ２ 作業備品として、作業着、安全靴、長靴、保護めがね、洗浄用合羽、防寒着、手袋等を

支給した。 

  

Ⅸ 職員研修 

  支援の質の向上を目的に、法人内の研修や関係機関が開催する各種専門研修に積極的に参

加し、その内容については職員会議等で全職員で情報共有した。 
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2016(平成28)年度事業報告 

 就労継続支援Ｂ型事業所 

ワークセンターコスモス 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 活動方針 

 法人が掲げる理念や事業計画、運営規程に従って実施した。 

２ 課題 

（１）過去の記録をまとめ、職員会議でご利用者ケース再検討を行い、それぞれの課題の共 

通認識を図った。前年度と今年度で全利用者分のケース再検討が完了した。ご利用者

それぞれの課題を認識して、支援目標に沿った支援を行う事が出来た。又、ケース記

録の大切さを知った事で、現在のケース記録の内容が充実した。 

（２）11月と1月に1名ずつパート採用。その後、職務分掌と組織図を明文化し、現在行っ

ている各職員の仕事内容を明確にした。組織図に合わせて、職務を振り分けた。数値

として、2015 年度の時間外労働総時間が 194 時間。2016 年度の時間外労働総時間が

152時間。前年度比マイナス42時間。引き続き、仕事のスリム化を図っていきたい。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

定員20名、現員25名（男性12名、女性11名） 

 開所日数252日（月平均21日）、延べ利用者人数5175人（日平均20.53） 

 年間利用率102.7％ 

２ 職員について 

職種別：施設長兼サービス管理責任者1名、目標工賃達成指導員1名、 

生活支援員3名（内パート2名）、職業指導員3名（内パート3名） 

職業指導員兼事務員1名(内パート1名) 

  ★11月と1月に1名ずつパート採用。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ 生産活動 

  利用者の障がい特性に合った対応を心掛け、意思及び人格を尊重したサービスの提供に 

努めた。  

２ 健康管理 

  月1回の体重及び血圧測定、希望者による年2回の健康診断の実施（4月11名.10月11名） 

３ 各種行事 

  毎月：園芸 5月島田第2地区民生委員交流会 7月：工場見学 9月：スポーツレク 

  10月：日帰旅行 11月島田第2地区民生委員交流会.陶芸教室 12月島田高校交流会 

  1月：ライブ演奏.魚がし鮨 3月：交通安全教室 

４ 就労支援 

  希望者がいなかった為、行わなかった。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 防災 

   消防計画に基づき、毎月火災と地震の避難訓練を交互に実施した。4月.12月には火災通

報訓練を行った。又、法人合同防災会議に参加し、災害安否確認システムの安否コール
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システム訓練を徹底させた。 

 ２ 交通安全 

  公用車運転については事故も無く、安全に努める事が出来た。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

 苦情0件 事故2件 ヒヤリ6件 

 

Ⅵ 家族や地域 

 毎月施設便りを発行し、ご利用者.ご家族に配布した。家族会を年2回実施し、事業内容や利

用者の様子等や家族からの要望等の情報共有の場を提供した。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 実習生の受け入れ  

  島田市立島田第1中学校2年生 2名 

  島田市立六合中学校2年 1名 

  島田市立看護学校専門学校 10名 

２ ボランティアの受け入れ 

  島田市第2地区民生委員 

  毎週1回島田市第4地区民生委員 1名 

  サマーショートボランティア 2名 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

 今年は経年劣化で汚れていた玄関・廊下・トイレ・事務室・湯沸室の壁の塗り替え工事、作

業室フロアコンセント5箇所交換工事、防犯防止のインターホン取替え工事を行った。又、運

搬車の公用車・作業室作業台3台を購入した。 

  

Ⅸ 職員研修 

 法人内部研修をはじめ、外部が主催する研修等、積極的に参加し、職員のレベルアップに努 

めた。 

 

Ⅹ その他 

 法人内外の支援機関と連携を取り、利用者が必要なサービスを利用出来るよう、努めた。 

 特に計画相談担当する事業所及び各担当者との連絡を密に取った事で、利用者にとってより

良いサービスを提供出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



28 

 

2016(平成28)年度事業報告 

 就労継続支援Ｂ型事業所 

ワークセンターなのはな 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施した。 

２ 課題 

（１）設備整備国庫補助金の助成は８月、静岡県より「内示なし」の通知があったため、 

   改築検討委員会での協議の結果、自費での建設を決定した。10月、指名競争入札によ

り、大河原建設（株）が落札・契約をし、11月に工事を着工した。2017年 4月 20日

完成予定となり、5 月 1 日より新施設での営業を行う予定である。法人内での委員会

立ち上げから4年、県申請から3年という年月を要した計画はようやく実現にこぎつ

け、仮事業所での営業は残すところ1ヶ月となった。 

（2） 発達障害を持つご利用者の支援について、受け入れ側の知識やスキルの幅が狭く一人

ひとりの特徴に応じた支援が出来なかった。自閉症等の基本的な研修は数多く開催さ

れているが、私たちが求める内容との違いがあり実現には至らなかった。    

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者 

定員20名、現員25名（男性17名、女性8名） 

開所日数255日（月平均21.25日）、延べ利用者数6128人（月平均24人） 

年間利用率120.2％ 

２ 職員 

 管理者（正職）1名   サービス管理責任者（正職）1名 

生活支援員（正職）1名 （パート）1名   職業指導員（パート）7名 

職業指導員兼事務員（正職）1名                    計 12名 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ 生産活動 

  任された作業に責任を持ち、不良品を出さない努力をする姿勢がみられた。 

  企業よりの受託数量が社会情勢により低迷した時期もあったが、訓練期間として捉え、 

  丁寧な指導を行った。 

２ 訓練 

  毎日の日課の中で社会のルール等を学ぶ支援を行った。 

３ 相談及び援助 

  ご利用者本人よりの要望が多く、面談でのきめ細かい聞取りや助言等の支援を行った。 

  また、ご家族及び生活支援センターと連携し支援を行った。 

４ 各種行事 

  毎月のクラブ活動では、創作活動・運動・調理・読書を行った。 

  年間行事としての一泊旅行（和歌山県）ではご家族との交流も活発に行った。 

５ 就労支援 

  希望者は居なかったが、島田市しごと部会での研修等でスキルを学び支援に備えた。  

６ 健康管理 

  月一回の体重測定及び血圧測定、希望者による年二回の健康診断を実施した。 
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  感染症（感染性胃腸炎、インフルエンザ）による利用キャンセルは数名に留まった。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

    災害対応マニュアル、消防計画に則り毎月の防災訓練を実施した。また、法人合同防災 

   訓練では携帯電話による連絡訓練を行った。公用車運転については事故も無く安全に務め

ることが出来た。 

    

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

  苦情０件、事故３件、いずれも職員の注意で未然に防ぐことができる事故であった。 

  改善案を早急に実施し、効果が見られた。 

 

Ⅵ 家族や地域 

 保護者連絡会を二回開催し事業の進捗状況やご利用者の様子等をお知らせした。 

 地区民生委員さんとの交流はクリスマス会を兼ねて行った。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 実習生 

  藤枝特別支援学校高等部3年生４名、2年生4名、1年生1名 

  清流館高等学校2年生2名 

  島田第一中学校2年生2名 

２ ボランティア 

  希望者はなかった。 受け入れる余裕がなかったというのが実情であった。 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

   2016年11月1日、施設建設工事着工 

 2017年3月28日、出来高92％   

     

Ⅸ 職員研修 

  法人内部研修、福祉団体研修等に参加した。 

  やまばと学園リニューアルプラン担当責任者となり、支援内容の充実（自己評価、サービ

ス提供指針）と仕事の見える化（業務分掌、業務実践計画）の推進を行った。 

   

Ⅹ その他 

  施設建設費用（中間払い）として72,000,000円の支払いをした。 

  財源は、法人より繰入金10,000,000円、法人より借入金20,000,000円、なのはな自己資金 

  42,000,000円（内、積立金取り崩し額32,500,000円）。 

  残金については完成後支払となる為、銀行よりの借入は来年度となる。 

  新施設備品（家具）購入のため指名（3者）競争入札を行った。（株）コハマが落札し契約

した。 

（福）静岡県共同募金会より機器整備事業として548,000円の交付があり「軽トラック1台」

を購入した。 
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 2016（平成28）年度事業報告 

                            

就労継続支援Ｂ型事業所 

ワークセンターあさがお 

 

私たちは、牧ノ原やまばと学園の理念に基づいて、次のような計画を立て事業を行います。 

 

Ⅰ.活動方針並びに新年度の課題 

１． 活動方針     

法人が掲げる基本理念（ＷＩＬＬ）に沿って事業を実施しました。 

 ２．課題 

  （１）ご利用者の工賃及び作業スキルの向上と受託事業収入の安定を図る。 

    ①受注収入の安定を図るため法人内のグループホームの清掃作業を開始した。 

②利用メンバー２名、職員１名のチームで火・木・金の午前中「みぎわ」に清掃作業に出向い 

た。作業に当たったご利用者には清掃手当300円を支給することができ工賃向上になった。 

③焼津市のアステラス製薬グリーンサプライ支援室の就労体験会に１名参加。面接試験を受け 

たが採用には至らなかった。 

（２）職員の支援スキル向上と労働環境の改善に努める。 

   ①職員は交代で相談室を利用して昼休憩を取った。有給消化率は平均49.3％で 100％取得 

   者は 4名であった。 

   ②なのはなで不要になったエアコンを設置し、室内温度を快適に保つことができた。備品や作 

業台の購入を必要に応じて行った。 

   ③研修に参加した職員と資料や情報の共有を図った。 

 （３）ご利用者のソーシャルスキルの向上 

     ①年間を通じて毎月一回の行事を実施し、社会性を身につけながら親睦を深めた。クラブ活動 

    については職員の退職等の関係で１回のみ実施した。 

    ②新しく始めた清掃作業により、メンバーはトイレ、洗面等の清掃スキルを獲得した。 

          

Ⅱ．ご利用者と職員の状況 

１ ご利用者  定員（20 名）、登録 20 名 

        内訳 男性 14 名、女性 6 名（計 20 名） 

２ 職員    事業所管理者・サービス管理責任者（正職・兼務）１名 

        生活支援員（正職）1 名 

        職業指導員（準職）2 名 ※1 名５月末退職。後任も 2 月末に退職。 

        職業指導員（パート 3 名） 職員補助員（１名） 

 

Ⅲ．サービスとケアの内容 

１． 相談及び援助 

年間２回の保護者連絡会とモニタリングを実施。その他必要に応じ関係機関を含めてケア会議 

を行い本人のニーズや状況の理解を深め、より適切な支援の組立に努めた。 

２． 訓練 

年間251日営業・年間平均出勤率95.5％・利用率92.4％ 

受注作業も多く清掃作業で安定収入も得られ作業内容も多種類を提供することができた。 

３． 生産活動 

年間受注売上は昨年度を633,936円上回ることができ、その為古くなった作業台の購入や椅子 
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の購入ができた。平均工賃は利用登録者が 20名と増えたこともあり下がっている。 

        ４. 各種行事：各行事を行う際には、必ず目的を定め内容の充実したものを計画し実施した。 

        （1）年間行事   一泊旅行（11月 11日～12日に伊勢方面観光にて実施した） 

        （2）月間行事   創作活動、スポーツ、レクレーション、クラブ活動、地域交流等を行った。 

        ５．就労支援：ハローワークの紹介により就労体験会参加、面接。（就職には至らず） 

６. 健康管理：月１回の体重・血圧測定、及び記録。希望者による年２回の健康診断の実施した。 

施設内の清掃や、共有物の清拭、消毒液の設置等衛生管理に努めた。 

         ７．全てのサービス提供は、「個別支援計画」とサービス提供指針に基づいて行った。 

 

    Ⅳ．防災並びに交通安全 

        １．消防計画を遵守し、火災を出さない為の安全対策に努めた。 

        ２．毎月の防災訓練及び防災についての学びの機会を設け、年2回の消防設備点検を実施した。 

        ３．年間を通じて公用車の運用による事故はなく安全に事業の展開ができた。 

                

    Ⅴ．苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

        １．苦情は無かったが 10月に保護者に向けてアンケート調査を実施し集計した。 

        ２．アンケートの結果の報告と内容を踏まえて保護者連絡会の内容に反映させた。 

        ３．ヒヤリハットの記入が適切にされていなかった。職員の意識改革が課題となっている。 

        ４．自施設での事故・事件・感染症の発生は無かったが垂穂寮での事件は大変重大なことと受け止 

め、再発防止と自分たちの支援についてあらためて見直しの機会を持った。 

        ５．５月に勤続5年の職員が退職し支援体制への影響があったがチーム力で支援の質を落とさない 

ように努めた。 

        

    Ⅵ．家族や地域 

        １．ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞや必要に応じた連絡で家族や本人とのより良い関係の中で支援を行うことができた。 

        ２．年２回「保護者連絡会」を開催し、保護者との意見交換の場とした。アンケート実施。 

        ３．初倉まつりへの参加や民生委員交流会等を実施し地域の方々と交流の機会を持った。 

        

    Ⅶ．実習生やボランティア 

        １．清流館高校の生徒の実習を 3名、延６日間行った。 

        ２．特別支援学校の高等部の実習生の受け入れを 3回（3名）、中学部３名１日を受け入れした。 

        ３．4団体、5名の方々が定期的にボランティアに訪れてくだり大変有難かった。 

       

Ⅷ．環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

         １．配置替えによる作業スペース確保や老朽化した作業台・椅子の買い替えを行った。 

        ２．担当者を決めて倉庫内の整理整頓、収納スペースの確保及び施設周りの美化に日々努めた。 

        ３．法人の中長期計画に事業所の建て替えが組み込まれた。今後具体化させたい。 

        ４．毎年、災害時避難経路確保に苦慮しているが改修までに至らなかった。 

 

     Ⅸ．職員研修 

１． 「体と心」をテーマに外部講師による「公開研修」とし法人内職員や地域の方の参加もあった。 

２． 各職員年間１回以上の研修への参加ができたが、退職による体制変更で昨年度より機会を作

ることが難しかった。研修で得た知識や情報は職員会議等により職員間で共有した。 
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2016(平成28)年度事業報告 

就労継続支援Ｂ型事業所 

主・ワークセンター希望の家 

従・ワークセンターふれあい 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

1. 活動方針 

(1) 利用者、家族の要望に対し、行政等関係機関に相談をし、問題解決に対応した。 

(2) 法人内研修会は元より希望する研修会に参加し、念願のサビ管取得が実現できた。 

 (3) 地元奉仕団体の受け入れ、地域の行事に参加して地域住民との交流を深めてきた。 

(4) 年間行事等も主従施設合同で実施又、近隣の行政関係や地元福祉団体との交流も楽

しく出来て幅広い地域に根差したものになってきた。 

2. 課題 

  高齢化による今後の日常生活については総合的な取組みの検討、法人内の施設への入

所やショートスティも叶えられると更に安心して生活できる見通しが欲しい 

 

Ⅱ  ご利用者と職員の状況 

1. 利用者について 

希望の家 利用者 定員 20 名 登録利用者 19 名 男性 11 名、女性 8 名 

ふれあい 利用者 定員 15 名 登録利用者 16 名 男性 12 名、女性 4 名 

利用月 開所日数 出勤率 利用月 開所日数 出勤率 

4  月   21 日 93.6  % 10 月   21 日   90.1  % 

5  月   20 93.5  % 11 月   21   91.9  % 

6  月   22 92.7  % 12 月   21   93.3  % 

7  月   21    94.0  %  1  月   19   91.1  % 

8  月   22    91.6  %  2  月   20   85.9  %  

9  月   22 89.3  % 3  月 22  90.0  %  

        （希望の家・ふれあい / 年間開所日数 252 日 / 出勤率 91.4  %） 

2. 職員について  希望の家 8 名 ふれあい 5 名  

(1) 事業所管理者(嘱託・兼務)及びサービス管理責任者（正規・兼務）  

生活支援員臨時含 5 名 職業指導員 臨時含 5 名 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

1. 利用者本人と家族間の問題等も福祉課担当者、専門員の協力、社会資源の協力を得て 

相談に応じて来た。 

2. 施設作業室提供 作業時間  午前8:30 ～ 午後3:00 まで 

ふれあいは地域性を考慮して  午前9:00 ～ 午後3:30 まで 

基本.週 5日間 月曜日～金曜日 月21日 その他施設の定めた日 

3. おいては一般企業への就職希望者には外部関係者への協力を得て実習を行った。 

4. 年２回の健康診断も健診車が施設へ寄車して下さり、従たる施設共に全員実施した 

5. 日常の健康指導、特にインフルエンザの予防接種は主従共全員実施した事 

１名の感染者もなく全員元気で通所ができている 

6. 島田市健康づくり課に依頼し歯磨き指導を実施。今年は歯科医師が両施設共訪問し 

て検査実施して頂く。（榛原郡歯科医師会） 
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7. 毎日のラジオ体操、手洗い、嗽、マスク着用等を常時指導し習慣となっている。 

 

Ⅳ  防災並びに交通安全 

1. ７月 11月に消防署職員の指導による防災訓練実施、 

ふれあいは島田市消防署に依頼し施設にて実施 

2. 法人本部からの緊急時速報での訓練 

3. 主従の施設其々に非常用備品、食料品、保存水、緊急避難用具の備蓄を整えた。以下

毎年点検、補充を行っている。 

4.  島田警察署の交通指導員による主従其々交通道徳の実施訓練を行った。 

実際の信号機を使っての訓練も行った 

 

Ⅴ  苦情とその対応．並びにリスクマネージメント 

1. 高齢化に伴う利用者の状況変化には常に注意し、法人内の入所施設にも協力して頂き 

  ２名の移籍（1名法人内施設へ1名法人内施設からの移籍）を実現した 

2. 利用者の工賃、受給年金の使途について家族の希望が実現し、社会福祉協議会権利 

擁護事業を利用して、金銭管理の依頼、活用について相互共スムーズな関係である 

 

Ⅵ 家族や地域 

1,家族 

    ご家族との関係は非常に良い。常に施設内はオープンになっており利用者、保護者 

職員共に年に数回合同の行事もある。バザー 旅行 施設清掃 お楽しみ会等 

  2.  地域  

地域の実施するバザー参加や同地区内での福祉施設と（合同スポーツ大会年１回）を通 

して良い関係が出来ている。 

3． 高齢者施設への慰問も行った処（合唱やゲーム等）大変喜ばれて今後も依頼をうける   

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

1. 実習生 

特別支援学校の実習生受け入れ、又、説明会等にも参加し、施設体系の特性につい 

ての説明や受け入れについて取り組みを勧めている 

2. ボランティアの受け入れ 

年間を通して奉仕団体や地域のボランティアの受入れを行い毎週来て下さる方はご 

自分の日課となっているようだ 

 

Ⅷ 環境整備 

1. 立地条件は主従施設共県道沿いで大変よい 

2. ふれあい施設においては、念願の施設増築が完成した 

 

IX 職員研修 

1. 念願のサービス管理責任者資格取得が実現して職員体制も安定して来た処である  

2. 法人内の研修や、職員間の協力体制も充実し希望する外部研修にも参加できている  

Ⅹ その他   

  利用者、保護者の高齢化により、法人への協力を求め次期事業活動への取り組みを検討 

しなければならない 
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2016(平成28)年度事業報告 

 就労継続支援B型 

ワークセンターやまばと 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 活動方針について 

   法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施した。 

２ 課題 

（１） 職員会議でご利用者の個別支援計画を検討し、また関係機関と連携しながらサービス   

の向上に努めたが、今年度も継続していきたい。 

（２）自主製品事業では、市内はもとより島田市、静岡市のイベントに参加し好評を得た。 

   大企業からサブレの大量注文も受けた。「カフェこむぎ」での接客には、多くのご利用 

   が、かかわることが出来た。 

   受託事業は、一社が安定した作業量を提供してくれたため、新規開拓は行わなかった。 

   ご利用者の工賃は昨年の金額を上回ることが出来た。     

（３）天候の良い日は午後の始業前に作業所の周りを散歩した。龍眼山へのハイキングも実

施した。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

定員20名、現員21名（男性15名、女性6名） 3月 31日現在 

        9月より女性1名利用開始、1月女性1名グループホーム入所の為退所 

    開所日数 256日（月平均21.3日）  延利用者数4984人（一日平均18.9人） 

２ 職員について 

  管理者（嘱託）1名 

  サービス管理責任者（正職）1名 

  目標工賃達成指導員（正職）1名 

  職業指導員（準職）1名、（嘱託）1名、（パート）2名 

  生活支援員（準職）1名、（パート）1名              計 9名 

  来年度は、1名準職から正職へ身分変更予定 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ 相談及び援助 

年二回のモニタリングや必要に応じて個々に面談をし、ご家族及び生活支援センターと 

連携し支援を行った。 

２ 生産活動 

   個人の能力に応じた作業を提供するとともに、ステップアップした作業にも取り組む

よう支援した。 

３ 訓練 

   作業、行事等を通じて日常生活に必要な知識を身につけるように支援した。 

４ 就労支援 

   希望者がいなかったため行わなかった。 

５ 各種行事 

   年間行事計画に沿って目的を定めて行った。 

   ４月 ハイキング  ５月 調理実習  ６月ふれあい運動会  ７月 調理実習 
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   ８月 流しそうめん  ９月牧之原市障害施設交流会  １０月 ふれあい広場  

一泊旅行  １１月 ハイキング  １２月 クリスマス会  １月 成人のお祝い 

２月 調理実習  ３月 ボーリング大会 

毎月 誕生会  隔月 音楽教室 

６ 健康管理 

   月１回「健康の日」を設け、体重、血圧測定を行った。希望者による年２回の健康診

断、インフルエンザの予防接種を実施した。また年１回歯科検診も実施した。 

   ２月末からインフルエンザに罹患し（ご利用者８名、職員２名）県、市に報告した。 

７ すべてのサービスは「個別支援計画」に基づいて行う。 

  

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 消防計画及び地震防災計画に基づき毎月訓練を実施した。 

 ２ 公用車の運転については事故もなく安全に努めることができた。 

 ３ 交通指導員による交通安全教室を行った。自転車通勤者の事故もなかった。 

    

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

   自主製品のパンについての苦情６件、ご利用者への他害、転倒等事故が８件あった。 

   職員会議で対策を話し合った。 

 

Ⅵ 家族や地域 

   保護者会を年２回開催し、事業内容やご利用者の様子等お知らせした。 

   地域交流会やふれあい広場に参加し、地域の人達とかかわることが出来た。 

   坂部小学校生との交流も定着してきた。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

   実習生       清流館高等学校福祉課（１年生）  ４名 

   ボランティア    夏、春休みに坂部小学校教師１名、児童１１名 

             不定期に個人２名 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

   自主製品を安心、安全に提供するため、捕虫器の設置、資材の整理、整頓をした。 

   固定資産の購入はなかった。 

  

Ⅸ 職員研修 

   法人職員研修、外部研修に参加した。内容については職員会議で共有した。 

   毎月の職員会議では聖書について学んだ。 
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2016(平成28)年度事業報告 

 多機能型（ワークセンターさくら） 

就労継続支援Ｂ型事業所 

ワークセンターさくら 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施しました。 

２ 課題 

（１） 利用者数が伸びないこと 

   新しい利用者が増えない。特に特別支援学校の卒業生が入ってこないこと。Ｂ型事業所 

として選ばれていないのでは？ 

（２） 不安定な利用者の対応の仕方 

  特定利用者の不安定なとき、全体に影響して落ち着いて作業ができないことがたびたび 

あった。職員の早めの対応と良いこと悪いことをしっかり言い聞かせるようにしている。 

（３） 自主製品のパンに係る利用者が少ないこと 

   職員の負担が増えているため、売上と経費が実情にあっていないこと。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

定員22名、登録利用者29名（男性17名、女性12名） 

   年間利用者数 4,925名、年間稼働日 254日、1日平均利用者数 19.4名 

   退所者1名（Ａ型移行）、新規利用者4名（レタスクラブ利用者より） 

   登録利用者は多いのだが、精神障害の方が10名利用、入院等のため出席率が低い。 

   ２ 職員について 

 職種別：施設長1名（常勤兼務）、サービス管理責任者1名（常勤兼務）、生活支援員 

2名（常勤1名、非常勤1名）、職業指導員3名（非常勤）、目標工賃達成指導員1名（常 

勤）、事務員1名（常勤兼務） 合計9名 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ 全てのサービスは、面談及びモニタリングに基づいて、当事業所のサービス管理責任者 

が作成した「個別支援計画」によって行われました。 

２ 生産活動について 

（１） 下請作業 

  毎日継続：ニシダ株式会社（洗濯用品組立等）、レック株式会社（日用品雑貨袋詰め等） 

  毎月継続：石原水産株式会社（ギフト箱詰め等）、有限会社信和紙工（紙袋作成）、故紙 

回収センタートヨダ（故紙回収） 

   期間限定：大村醤油株式会社（たれの袋詰め） 

（２） 自主製品作業 

  パン製造販売の活動は、引き続き法人内（垂穂寮）、町保育園及び放課後児童クラブに定 

期的に納品することができた。あつまリーナでは毎週2回（火・金）に販売をし、地域の 

会社等の予約注文を受け配達をした。 

＊利用者には月平均8,809円の工賃を支給できた。（賞与2回） 

 

３ 教養娯楽について 
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  生産活動に支障のない範囲で季節の催し物やレクリエーション、日帰り旅行などを実施 

した。あつまリーナ開所記念会とクリスマス会はマーガレットなど他の事業所と協力し 

て合同で実施した。今年度も毎月誕生会をし、自主製品のパンをプレゼントした。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

  あつまリーナの防災計画及び地震避難計画を基にあつまリーナの事業所と合同で毎月防災 

訓練を実施した。火災・地震及び津波の想定し、迅速かつ安全に利用者を避難させるよう 

に努めた。今年も12月に隣の吉田町社会福祉協議会「はあとふる」の2階に避難した。この 

とき、防災非常食の賞味期限が切れていたことに気づき、あわてて補充した。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

  苦情2件、ヒヤリハット・事故報告については、4件（ヒヤリ1件、事故3件）あった。 

苦情については、職員会議で話し合い対応の統一を図った。事故はすべて乱暴な行為によ 

るものなので、原因である特定利用者が不安定な時の職員の早めな対応で作業室から退室 

させ、別な場所（応接室等）で落ち着かせるようにしている。 

 

Ⅵ 家族や地域 

 １ 家族との関係 

  施設便り（さくらだより）を毎月発行し、全利用者に配布した。隔月で保護者会を開催 

した。事業所内の様子や今後の予定を報告し、保護者の方と意見交換ができるように努 

めた。 

 ２ 地域との関係 

清流館高校やキラリ高校、吉田特別支援学校の文化祭に参加し、パンの販売を行った。 

また、吉田町ふれあい広場では、保護者の方の協力も得てパンや内職の販売と出し物（踊 

り）に参加した。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 実習生の受け入れ  

  職場体験実習：吉田中学 4名、静岡福祉大学 1名 

職場実習  ：吉田特別支援学校 7名、清流館高校 4名 

２ ボランティアの受け入れ 

  行事以外でのボランティアを得ることはできていない。 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

  昨年度から問題である南側の庭の砂利が減って歩道との段差は吉田町の予算が付き次第と 

なり、来年度実施となる。また、フェンスもようやく3月にできたが門扉がないため、今後 

の対応が課題である。 

  

Ⅸ 職員研修 

  法人全体職員研修、中堅職員研修など法人研修部主催の研修に積極的に参加した。しかし、 

外部研修に全くでることがなかった。 

 

Ⅹ その他 
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2016(平成28)年度事業報告 

 生活介護 

ケアセンターマーガレット 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

 活動方針は法人が掲げる理念に沿って、事業計画は運営規程に従って実施した。 

   大きな事故、ケガも無くご利用者の皆さん、毎日穏やかに楽しく通っていました。 

  今後の課題として、ご利用者へのより良いサービス提供、支援ができるよう取り組む必要

がある。現在の公用車(10人乗り)の 2名分が車椅子対応で座席として使用できない。送迎

時は車椅子を乗せ座席代わりに使用している為、ご利用者の安全確保を早急に考え次年度

対応したい。また他事業所や関係機関と情報を共有しご利用者支援や事業所の取り組みに

役立てたい。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

（１）定員20名、現員23名、（男性13名、女性10名） 

   今年度22名で開始、年度途中男性1名新規契約で増員となりました。 

（２）開所日数253日、総利用者数4495名、利用率88.1%、1日平均18.1名 

２ 職員について 

 施設長、サービス管理責任者兼務1名、正職員2名（兼務1名）準職員2名（兼務2名） 

   パート職員7名（兼務1名）、パート看護師1名、事務員1名（兼務）、合計14名の支援            

   職員等で事業を実施する。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ 健康管理について 

   ご利用者の健康管理は基本的には各家庭でお願いするが、健康調査票を基に家庭と密に連 

   絡をとり、気になる体調については伝え早めの通院等をお願いをした。 

   健康診断、歯科検診については希望者に実施、また毎月体重測定を行い肥満対応や体調管 

   理を行う。その他、排泄支援、手洗い、うがいの徹底など衛生面での支援を行う。 

   感染症（インフルエンザ）にはご利用者、スタッフは罹患せず休業する事もなかったが 

   最近花粉症の症状で鼻づまり、喉の違和感、目の痒み等を訴える方も増えてきた為、症 

   状のある方には散歩時のマスクの着用をお願いし症状の軽減に努めた。 

 

 2 活動の支援・教養娯楽について 

   各利用者、保護者との面談のアセスメントを中心に作成した個別支援サービス計画を基 

   に実施し、集団をベースにしながらも個別対応も重視し継続的な支援を行いました。 

   通常の日課活動は午前散歩、午後作業を基本として行った。 

   散歩については、ご利用者の体力や特性に配慮し長距離、中距離、短距離、個別グルー 

   プに分かれ体力維持に取り組んだ。 

   作業については、手工芸（ビーズ、刺し子、縫製作業、さおり織り、ミシン、紙すき） 

   等の創作活動を中心に行った。 

   行事については、年間で計画を立て、利用者の要望を含めた社会体験外出や季節ごとの 

   行事を取り入れて行った。昼食づくり、おやつ作り、レクダンス、など引き続き実施し 

   途中から音楽活動の日を設け実施した。 

   その他、小グループでの外出、エンジョイプラン（プール、温泉、バス外出、買い物、 
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   お楽しみ外食等）を実施した。11月には保護者を含めた名古屋への日帰り旅行実施。今後 

   も個別支援計画を充実させ、出来る限り1人ひとりのニーズにあった活動を取り入れて  

   いきたい。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

   年間を通じて、消防計画及び地震防災計画に基づき、防災訓練を実施。 

   地震・火災等の発生時、迅速かつ安全に利用者が避難できるように訓練を行った。 

   また津波を想定して、隣にある「はあとふる」に避難できるように訓練を行った。 

   交通安全については、出発前、車の点検を実施し、安全運転に心掛けた。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

   利用者及び保護者より、特に大きな苦情等は無かったが、今後要望等も含めてあった場  

   合には、誠意を持って迅速に対応したい。 

   リスクマネジメントについては、ヒヤリハット・事故報告書であげられたものは、スタッ 

   フ全員で情報を共有し検証。再発防止に努めました。 

 

Ⅵ 家族や地域 

   連絡ノートを作り、マーガレットと家庭での様子を伝え合い、また連絡事項を記入する  

   だけでなく、保護者、職員の気持ちを伝え合うものとして活用した。 

   毎月「マーガレットたより」を発行し、行事やマーガレットの様子等を報告している。 

   保護者会は年3回開き、ご家族の意見や要望をお聞きしたり、マーガレットからの連絡事  

  項を伝えている。 

  吉田町ふれあい広場に今年も参加。利用者作品の展示販売を行ない、又体験コーナーを 

  作り地域の方々とのコミュニケーションの場を設けました。 

Ⅶ 実習生やボランティア 

   実習生については、地元の中学校生徒5/17～19（吉田中学2年生3名）や高等学校の学生 

   10/14～21（清流館高校1年生7名）の職場体験実習、介護実習また吉田特別支援学校の職 

   場体験実習で2名生徒を受け入れた。 

   ボランティアについては、さおり織りの糸かけ、他ご利用者支援等をしていただき大変 

   嬉しく思う。 

  

Ⅷ 環境整備 

  施設整備等については、吉田町福祉課に相談と依頼をしあつまリーナ前庭にフェンスを設 

  置。空調器具（壁掛け扇風機）廊下4台、支援室1台追加し環境整備を行った。更に福祉車 

  両（サイドリフトアップ）を導入、家族介護、支援負担の軽減とご利用者の安全確保に努 

  めた。また活動終了後は清掃、整理整頓を心がけました。 

  

Ⅸ 職員研修 

  支援員の研修  感染症、虐待防止、権利擁護、後見人セミナー他に関する研修等 

  全体の研修   新年度研修、法人研修部の講演会、学習会等 

  職員の資質向上、サービス内容充実のために、施設内研修及び外部研修に今後も積極的に 

  参加していきたい。 
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2016(平成28)年度事業報告 

 多機能型ワークセンターさくら 

就労移行支援事業所 

就労移行支援センターレインボー 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施しました。 

２ 課題 

（１） 関係機関との繋がり 

   障害者就業・生活支援センターの働きが弱いので、ハローワークや各地域の生活支援セ 

ンターとの連携を密にしていく。また、会社が求めている人を把握し、利用者の特性を 

活かせるよう努め、無理な就職はさせない。 

（２） 実習先の会社担当者とのコミュニケーション 

（３） 就職後の利用者の確保 

   対策がないため、毎年困っている。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

（１） 定員10名、登録利用者12名（男性6名、女性6名） 

   年間利用者数 1,924名、年間稼働日 254日、1日平均利用者数 7.6名。 

   今年度は5名が一般企業に就職、Ａ型事業所に1名、離職者1名であった。 

  尚、年間利用者数の中に就労継続支援Ｂ型事業の利用に係るアセスメントで利用した 

2名（延利用者数10名）が含まれている。 

２ 職員について 

 職種別：施設長1名（常勤兼務）、サービス管理責任者1名（常勤兼務）、就労支援員 

1名（常勤）、職業指導員1名（常勤）、生活支援員1名（非常勤）、事務員1名（常勤兼 

務） 合計6名 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ 3ヵ月毎の面談やモニタリングによって当事業所のサービス管理責任者が作成した個別 

支援計画、施設外支援等での就労移行支援計画に基づいて行った。 

２ 企業における実習、施設外支援等を実施した。 

福祉施設関係に2名、島田市内の企業に1名、吉田町内企業に3名と延べ6名が施設外 

実習を行い、5名が就労に結びついた。 

３ 適性に合った職場探し 

  就労に必要な作業訓練、学習指導等を行うとともに、障がい者合同面接会に全員が参加 

し、会社担当者との直接の面談はとてもよい経験になった。また、市町や商工会議所が 

主催する会社見学にも積極的に参加した。 

 ４ 就労後の職場定着のための支援 

   就労後、半年間は週1回のフォローアップ支援を実施している。必要に応じて企業にて 

   相談支援など関係機関に集まっていただき個別ケア会議を実施した。また、1年以上勤 

めている卒業生や会社からの相談もあり、自宅訪問や会社訪問をして関係機関に繋いで 

いる。生活支援の問題が多かった。 

 ５ 健康管理について 
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   法人が実施する定期健康診断を受けている。家族との連携を密にし、利用者の健康管理 

に努めた。大きな病気やケガで休む利用者はいなかったが、精神面での課題がある利用 

者が多く、利用者同士の関係で悩むケースが見られた。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

  あつまリーナの防災計画及び地震避難計画を基にあつまリーナの事業所と合同で毎月防災 

訓練を実施した。火災・地震及び津波の想定し、迅速かつ安全に利用者を避難させるよう 

に努めた。今年も12月に隣の吉田町社会福祉協議会「はあとふる」の2階に避難した。この 

とき、防災非常食の賞味期限が切れていたことに気づき、あわてて補充した。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

  苦情、ヒヤリハット・事故報告は、0件であった。苦情にはならなかったが、企業の求め 

ているものに職員が感じとることができなかったため関係機関に繋ぐことが遅くなってし 

まった。 

 

Ⅵ 家族や地域 

 １ 家族との関係 

  施設便り（さくらだより）を毎月発行し、全利用者に配布した。隔月で保護者会を開催 

した。事業所内の様子や今後の予定を報告し、保護者の方と意見交換ができるように努 

めた。 

 ２ 地域との関係 

キラリ高校の文化祭に参加し、生徒との交流やパンの販売を行った。また、吉田町ふれ 

あい広場では、舞台進行係りの補助を務めた。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 実習生の受け入れ  

  職場体験実習：吉田中学 3名、職場実習：藤枝特別支援学校 1名 

２ ボランティアの受け入れ 

  行事以外でのボランティアを得ることはできていない。 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

  昨年度から問題である南側の庭の砂利が減って歩道との段差は吉田町の予算が付き次第と 

なり、来年度実施となる。また、フェンスもようやく3月にできたが門扉がないため、今後 

の対応が課題である。 

  

Ⅸ 職員研修 

  法人全体職員研修、中堅職員研修など法人研修部主催の研修に積極的に参加した。また、 

外部研修は就労支援の研修に1名参加した。 

 

Ⅹ その他 
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2016(平成28)年度事業報告 

 地域生活支援事業 

まつぼっくり 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

 活動方針は法人が掲げる理念に基づいて事業計画を立て下記に掲げる活動方針に従って 

  実施した。 

1 ご利用者一人ひとりをかけがえのない存在として重んじ、常に利用者の立場に立ったサー 

  ビスを提供した。 

2  利用者とその家族に対し、サービスの内容等に関する情報交換を行い、本人や家族の要 

  望や相談に応えました。 

3  地域の人達との結びつきを大切にし、市町村、その他関係事業者等と連携し、地域のニ 

  －ズに応えるように努めました。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

（１）定員5名、登録20名（Ｈ29．3．31現在） 

（２）施設長1名（兼務）、事務員1名（兼務）、支援員（正職2名兼務、パート4名うち3 

   名兼務）で支援した。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

（１）利用日は、放課後火、水、金曜15時～18時、長期休暇（春、夏、冬休み）9時～12 

   時、14時～17時、合計149日実施、延べ385人が利用した。 

（２）活動内容は、おやつ作り、ビデオ鑑賞、散歩、ドライブ、買い物、レクリエーション、 

   水遊び、児童館、季節行事、誕生会等を実施し吉田町内に在住し、特別支援学級や特 

   別支援学校に通学している児童や生徒を対象に、家庭的な雰囲気を保ちながらのんび 

   りと過ごして頂き、活動を通して利用児の交流を深める場として支援を行った。 

（３）健康管理は、基本は各家庭でで行ってもらうが家庭での健康状態や様子、まつぼっく 

   りでの様子等を、連絡を密にし健康管理にあたった。 

   

Ⅳ 防災並びに交通安全 

   あつまリーナの事業所と一緒に防災訓練を実施。緊急時の対応として備えた。 

   交通安全は、外出時等車の点検を実施。1年間事故もなく過ごす事ができた。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

  リスクマネジメントは、利用者間のトラブルや利用児の急な動きが見られたが大きな事故 

  やケガには結びついていません。 

 

Ⅵ 家族や地域 

 連絡ノートを作り、まつぼっくりと家庭での様子を伝え合い、連絡事項を記入するだけで 

 なく、保護者、職員の気持ちを伝え合うものとして活用した。 

 吉田町を始め近隣の市町村との連携を密にし、保護者の要望を含め信頼関係を築き、地域 

 のニーズに可能な限り応えるよう努めた。 
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Ⅶ 実習生やボランティア 

  ケアセンターマーガレットに実習に来た清流館高校の生徒が、実習期間中放課後まつぼっ 

  くりを見学し介護実習の参考にしてもらった。 

 

Ⅷ 環境整備 

  施設の整備は公共の建物なので、関係者との話し合いの上で対応した。 

  また、活動終了後は清掃、生理整頓を心がけた。 

  

Ⅸ 職員研修 

  一部のスタッフはマーガレットの職員が兼務している為、マーガレットでの研修に参加し 

  スキルアップを図りました。 

 

Ⅹ その他 

  地域生活支援事業 

   吉田町障害児放課後児童クラブ「まつぼっくり」の事業は 

   平成29年3月31日で終了する。 
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2016(平成28)年度事業報告 

 地域活動支援センター 

レタスクラブ 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施しました。 

２ 課題 

（１）サロン的な雰囲気の地域活動支援センターとして、障がい等があることにより地域で

生活していくことの難しさを感じている利用者が、日常会話の中から相談につなげていく。 

（２）利用者自らが「やりたいこと」を自主活動に取り入れて、自らの意見が言え、聞ける

ように支援していく。 

（３）創作的活動又は生産活動の機会のの場を提供し、社会との交流の促進を図るとともに、

社会とのつながりができるように支援を行う。 

（４）町の委託事業であり、活動内容を町民に知ってもらうことを担当課と連携を取りなが

ら、多くの方に利用してもらえるように努めていく。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

（１）実利用者数 ２６名、延べ利用者数2,077名 

２ 職員について 

 職種別：施設長嘱託1名、正規職員1名（精神保健福祉士）、パート２名（交替）、 

★利用者の症状が、その日によって異なり、数人の不安定な利用者いると対応に追われる

ことがある。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

 利用時間 月曜日～金曜日 9時～16時 

 障がいの特性を可能な限り情報を把握しながら、利用者自らが日々の行動やその対応を工夫

することで、日常生活を送ることができるように支援していく。 

１ ストレッチ、脳トレ（記憶力ゲーム・文字名添え・計算）、運動（散歩・卓球・テニス・

草取り・散歩）雑談 

２ グループワーク（障がいや病気のこと、他人との関わり方、困った時の対応の仕方等）

＊支援センターの相談員を含めての当時者研究やＳＳＴも実施。 

３ 個人面談 

４ 自立支援給付事業「さくら」での作業。 

５ 他の地域の地域活動支援センターの見学や外出、月2回程度（実費負担）のランチ作りな

ど利用者の希望を聞きながら実施。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 毎月、あつまリーナ内の三施設と合同で防災訓練を実施し、火災・地震等の発生時、迅速且

つ安全に利用者を避難させるよう努める。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

  ヒヤリハット・事故報告については、６件（ヒヤリ3件、事故8件）あった。 
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Ⅵ 家族や地域 

昨年に引き続き「レタスクラブだより」を作成・発行して、事業の活動内容を知ってもらう

ために関係機関に置いて図った。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 実習とボランティアの受け入れの要望があれば、受け入れている。  

  

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

 町から委託管理を受けているため、毎年、要望を提出している。 

 

Ⅸ 職員研修 

  法人主催の学習会や研修会などに参加。 
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2016(平成28)年度事業報告 

 相談支援事業所 

生活支援センターやまばと 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 地域、特に行政との協働に注力し、支援体制の共通認識を図る会議を重ねてきたが、法

人事業所との会議の機会は個別支援以外は十分取れなかった。 

２ 課題 

  事業・業務が多岐に拡大し、整理がされていない課題に対して、昨年度より開催してい

る“支援センターの明るい未来会議”担当で、まず文書・備品の整理を行った。 

今年度施設長が常勤兼務となり、労務管理の整理をした。 

委託相談は、制度や他機関でカバーできていない短期的な視野での個別支援等を求めら

れる中、各市町で状況が異なり業務整理の基準が上手く定められなかった。 

吉田町の委託相談支援事業を今年度末で終了するため、体制を変更する。 

 

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 委託相談実人数 

市町 身体障害 重心障害 知的障害 精神障害 発達障害 高次脳 その他 （内児童 合計 

牧之原市 38 4 66 33 6 6 4 6 157 

吉田町 8 1 31 50 8 0 1 8 99 

島田市 6 4 117 8 7 0 0 18 142 

合計 52 9 214 91 21 6 5 36 398 

２ 計画相談実人数（サービス等利用計画作成人数） 

牧之原市 吉田町 島田市 静岡市 盛岡市 伊豆市 合計 

119 102 178 1 1 1 402 

３ 職員 

（１） 牧之原市 

相談員3人（正規3名）体制。内訳は委託2人工、計画1人工。8月から1名休職に

伴い、補充職員が着任した。 

（２） 吉田町 

相談員2人(正規1名、準職1名)体制。内訳は委託相談1人工。計画相談1人工。 

10月から業務整理のため、補充のパート職員が着任し、2.5人工となった。1 

（３） 島田市 

相談員3人(正規3名)体制。内訳は委託相談1.25人工、計画相談1.75人工。 

（４） その他 

管理者1人（常勤・兼務）、事務員1人(非常勤) 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ 委託相談 

（１） 牧之原市 

相談支援センター連絡会にて、地域課題を共有し整理を行った。自立支援ネット 

ワークの運営に携わり、障害への理解啓発や事業所連携の強化を図った。 

（２） 吉田町 
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吉田町の相談支援体制の協議はしてきたが、適切に役割分担が出来ていなかった。 

高機能発達障害ケースの相談が増え、支援は待ったなしの状況。 

（３） 島田市 

自立支援協議会相談支援部会、その他部会に参加をし、委託相談の立場から課題提

起に務め協議を行った。こども部会の運営に携わり、児童期から大人への移行に向

けた課題把握・提起に努めた。 

２ 計画相談 

漸増する新規利用者の中で、担当可能数を超える依頼の全てに応えるのが難しい状

況であった。牧之原市・吉田町では、委託・計画相談の兼務では適切な業務遂行が

困難な状況があった。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 （１）緊急時の支援体制整備 緊急連絡先の確認を行った。法人緊急連絡訓練に参加。 

 （２）個人情報の管理体制強化 法人施設管理者会で個人情報の扱いの申合せをした。 

 （３）車輛事故 なし 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

 （１）苦情     ３件 担当変更の連絡を1ヶ月以内とした。 

 （２）事故     ２件 センター内のケース共有体制を改善。 

 （３）ヒヤリハット ０件 

 

Ⅵ 実習生やボランティア 

  長期間受入はないが、垂穂寮の社会福祉士実習生を職種実習として短時間受け入れた。 

 

Ⅶ 環境整備 

  実務や会議のため、法人・やまばと希望寮の小会議室等を一時借用した。 

年度末に支援センター拠点が決まり、改装等の準備を開始している。 

 

Ⅷ 職員研修 

  研修報告を各担当で共有しやすい様に、センター内にメール送信する様にした。 

  業務上の事情等で、研修への参加が全体的に少なかった。 

 

Ⅸ その他 

  榛南榛北相談支援事業所連絡会れおーねの会の事務局を務め、主に障害分野から高齢分野

への移行をテーマに検討し、連携を開始した。 
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2016(平成28)年度事業報告 

 介護老人福祉施設 

短期入所生活介護 

介護予防短期入所生活介護 

特別養護老人ホーム 聖ルカホーム 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 事業計画に掲げた、「利用者一人ひとりに寄り添ったケア」「自信を持って生活できるよう

な支援」「職員の専門性の確保」「地域や行政と連携し長寿を喜べる社会の実現」「法令を順

守した適切なサービスの提供」に一年間取り組んできました。特別養護老人ホーム及びショ

ートステイ事業の果たすべき役割りを職員一人ひとりが理解し、よりよいサービスの提供と

自己の成長、安心して暮らせる地域づくりのため、一層努力していきます。 

２ 課題 

（１） ユニットケアの充実 

一人ひとりの生活リズムに着眼したケア（個別ケア）を目指しました。また、入居者と

ご家族、及び、職員との良いコミニケーションが築けるよう“ユニット毎の家族会”を

実施しました。 

（２） 認知症ケアと看取りケアのレベルアップ 

認知症状やその対処法について研修や勉強会を通し理解を深めました。ターミナル期に

は職員だけではなく、ご家族に関わっていただきご利用者が安心して最期を迎えられる

よう連携しました。 

（３） 地域との連携や社会貢献のための活動 

ご利用者が地域の方々と交わりが持てるよう、近隣の幼稚園や学校（小・中・高）との

交流や実習生・ボランティアの受入れができました。地域の高齢者の方々に対しては、

“わいわい話そう会”を開催し、予防を兼ねた居場所づくりができました。今後も、福

祉施設として地域に対して何が出来るか検討し実施していきたいと考えています。 

（４） 職場におけるスタッフの安全と健康の確保、並びに、快適な職場環境の形成 

職員自らが自分の不調に早めに気づき、対処できるようストレスチェックを実施。また、

職場環境や労働環境の改善のための検討会を実施しました。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

（１） 長期入所（定員70名） 

現員70名（男性19名、女性51名） 平均介護度‥3.54  最年長‥102歳 

最年少‥68歳  平均年齢‥87.8歳  新規入所者‥13名  退所者‥13名 

（２） 短期入所（定員10名） 

平均介護度‥2.3  年間平均稼働率‥70.7％（7人/日） 

２ 職員について（2017年 3月 31日現在） 

   施設長1名  相談員・ｹｱﾏﾈ 3名(1名)  介護員49名（20名） 看護師8名（6名） 

   管理栄養士1名  事務員6名（2名） 洗濯清掃員3名（3名） 宿直員3名（3名） 

嘱託医師1名（1名）        （ ）内は、準職員・パート・嘱託の再掲 

※より適切な介護（支援）ができるよう、人材確保と育成に努めます。 
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Ⅲ サービスとケアの内容 

１ その方の生活に合わせたケアプランを作成し、実際のケアに繋げていきました。 

２ 職種間の連携により状態の変化を早めに察知し、ご家族とも連携がとれました。 

３ 定期的な会議や委員会の開催に加え、必要時には臨時のカンファレンスを実施。 

４ 健康管理については、嘱託医師が毎週往診をし適切に管理できました。健康診断、各種

予防接につきましても実施いたしました。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 防災については毎月テーマを決め、防災訓練を実施しました。また、消防署立会の訓練

と施設の点検も行われました。防災マニュアルやＢＣＰの作成につきましては見直しを

しました。 

 ２ 交通安全については安全運転を心がけ無事故で1年間過ごせました。 

  

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

  前年度と比較し、苦情と事故件数は減少しヒヤリハット件数は増加しました。苦情や事故

になる前に対応し、防止できていると考えます。引き続き、予防に努めます。 

・苦情1件（ボランティア団体との連絡調整不足） 

   ・事故89件（転倒転落39件、誤薬17件、表皮剥離15件、内出血4件、その他14件） 

   ・ヒヤリハット68件（転倒連絡29件、投薬関係9件、物品破損2件、その他28件） 

 

Ⅵ 家族や地域 

 １ 家族との関係づくりは、毎月発行の聖ルカだよりの内容を工夫（ユニット毎内容を変え、

近況報告や行事の写真等を掲載）し、家族会もユニット毎企画開催しました。 

 ２ 地域との関係づくりでは、市内の幼稚園児や小中学校との交流、カフェこむぎを利用し

た“わいわい話そう会”を開催し、高齢の方々の集いの場の提供ができました。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 実習生の受け入れ  

  榛原中学校・清流館高校・静岡医療福祉専門学校・静岡こども福祉専門学校 

２ ボランティアの受け入れ 

  日赤奉仕団榛原分団・在宅介護ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱさくら会・ＪＡどんぐり・サンバ会・ 

  榛原高校（野球部、茶華道部）・その他団体、個人  合計 13団体（270回） 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

 １ 設計・施工業者による定期点検（2年点検）の実施 

 ２ 業者によるメンテナンス（床清掃、窓清掃、ロス内清掃、厨房清掃、害虫駆除） 

  

Ⅸ 職員研修 

  より良いケアの提供と、職員育成のため積極的に研修への参加を実施 

法 人 研 修  延 44人（新人、中堅職員、ﾘｰﾀﾞｰ、管理職、労務 他） 

施設内研修 延393人（介護技術、感染症、認知症、ﾀｰﾐﾅﾙｹｱ、ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 他） 

外 部 研 修  延 39人（喀痰吸引、防災、ﾕﾆｯﾄｹｱ、ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、会計、身体拘束 他） 

 

Ⅹ その他 

 より良いケアの実現のため、ご利用者、ご家族、地域、職員、法人との連携をしていきたい。 
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2017(平成28)年度事業報告 

 地域密着型特別養護老人ホーム 

グレイス 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 牧ノ原やまばと学園の理念に基づいて事業を実施しました。 

２ 課題 

（１）利用者が安心してその人らしく暮らせる場所として良好な生活環境作りに心がけた。

居室の設え等ご家族のご協力をお願いしたが共通認識を持つことの難しさがあった。

趣味活動等には個別で対応した。 

（２） 新人職員と教育担当職員の採用時ストレスは交換ノートの活用等で改善が見られたが、 

   退職者分の職員補充ができず、年間通しては安定的な職員確保はできなかった。 

   介護福祉総合サイトへの掲載やハローワークの活用を試みている。 

（３）地域への貢献活動としてカラオケ機材を貸し出す等行ったが、地域の方々による施設

利用実績は4回と少なかった。職員が地域に出向く時間を作れず、地域が施設に求め

ている具体的活動の把握や連携が不足している。 

（４）木造建築の為、建物の劣化が激しく修繕が追いつかない状況。早めの対応で維持でき

る部分は修繕を行っているが、大きな修繕は時期を十分検討する必要がある。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

（１）定員29名、現員29名（男性6名、女性23名）、年度内入退居10名（内1名は特例入

所者）、 年間平均稼働率98.3％、 入院5名（内1名は療養病棟へ・4名はグレイス

へ）。入所待機者は減少傾向にある。 

（２）ショートステイ利用定員8名。4・5月の利用が伸びず、年間平均稼働率：82.1％ 

 ★利用希望が週末前後に集中して平日に空床が目立っている。 

２ 職員について 

 正規職員21名、準職員1名、パート14名（清掃員・宿直員含む） 

（施設長・ケアマネ・管理栄養士・介護主任は他施設・他部門を兼務） 

★正職から準職員・パートに身分変更した後に退職した職員が 2 名。その他パート 2

名が退職したが、補充できないままの運営となり3月末に正規職員1名の入職があっ

た。結果、有休は取りにくくなり、時間外が増えた。看護師不足で派遣での対応とな

ったが、派遣では夜間の待機等は補えず、正規職員の入職が望まれる。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ 多職種協働で作成したケアプランにもとづいてサービスを実施し、病状や状態変化に応

じて適時のカンファレンスを行って情報共有に努めた。ターミナル期対応では本人ご家

族は当然ながら職員も理解・納得して細かな対応ができるよういっそうの体制強化を図

りたい。 

２ 季節の行事・各種慰問・外出外食支援・ユニット毎のレクリエーションの充実に努めた

が、各ユニット毎の利用者個性もあり、レクの内容や量にはばらつきが見られた。   

３ 健康管理について 

（１）配置医師による診察：月2回、健康診断：年1回、インフルエンザ・肺炎球菌予防接   

  種を行った。感染予防に努めインフルエンザ・ノロ等の施設内感染はなかった。 
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（２）外部医療機関への受診：精神科 9名、眼科 2名、内科 2名、皮膚科 1名、整形外科 2  

   名、総合病院 7名。受診時の院内移動介助等にはご家族の御協力をいただけた。 

    その他、訪問歯科での治療・口腔内清潔保持についての相談を行った。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 防災 

 （１）火災及び地震に対する計画に基づき防災訓練を毎月行った。坂部消防団の協力で同時

に放水訓練が行われた。今後の課題として地域との災害時の細かな協定書作成を進め

ていく。関連研修に積極的に参加したが、ＢＣＰ・各災害マニュアルが作成途中。 

 （２）牧之原警察署の協力を得て防犯講話研修を行った。 

 ２ 交通安全 

  安全運転に心がけ、交通事故や小さな物損事故もなかった。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

 １ 苦情は2件発生。職員のケア中の対応についての苦情であった。職員に苦情内容を伝え

原因・対策について会議を持った。その後訴えは聞かれでいない。 

 ２ 転倒・尻もち等の事故44件、ヒヤリ157件。会議で対策を検討、対策への評価を行った。 

   事故による受診・入院を行政へ報告：グレイス2件(骨折)・ショート3件(骨折・急変) 

 

Ⅵ 家族や地域 

 １ これまでの行事の形を変え、ご家族参加型でゆっくりしていただける物を計画し、良い

評価をいただけた。また毎月のお便りで施設からの情報提供・報告を行った。 

 ２ 地域の行事や地域の町作り委員会等への参加を計画したが、職員欠員を補充できないま

まの運営となり予定通り実施できなかった。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 法人内の実習生の受け入れをおこなったが、外部からの実習依頼はなかった。 

  県の介護のお仕事体験ツアーの受け入れを行った。 

２ 繰り返し訪れたい施設であるようボランティアへの対応を心がけているが、十分な計画 

や個人・団体に向けてのアピールが不足している。 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

 １ 防災倉庫・監視カメラ3台・連動火災報知機・ユニット居室一部に鍵を設置した。 

 ２ 厨房ダクトからの水漏れがあり、水抜きをする為の配管を通す工事を行った。 

 

Ⅸ 職員研修 

  ユニットリーダー研修・喀痰吸引研修・認知症実践(リーダー)研修等、施設運営に欠かせ

ない資格に関わる所の研修を中心として、内部・外部・法人内研修で職員のスキルアップ

を図りました。職員不足もあって全職員がまんべんなく研修受講する事はできなかった。 

 

Ⅹ その他 

 １ 介護スタッフの介護負担の軽減を図る為、介護ロボット導入支援特別事業補助金を利用

して介護ロボット｢サスケ｣を導入した。 
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2016(平成28)年度事業報告 

 養護老人ホーム 

相  寿  園 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 活動方針について 

法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施しました。 

２ 課題 

（１）入所者の減少から赤字経営に陥っているが、管理組合の財政支援により経営が成り立 

っている状況にあり、入所者の確保が最大の課題となっている。 

（２）原子力災害時に即時避難が困難な災害時要配慮者が入所する相寿園の放射線防護対策 

事業が進められているが、老朽化している設備の改善がどこまで進められるか。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

 １ 利用者について（定員 入所50名 短期入所5名） 

   年間の平均入所者数は 28.4 名、生活管理短期宿泊利用者数は 6 名で延ベ 99 日、自主 

  短期宿泊利用者数は 5 名で延べ 484 日でした。 

 措置市町別、年齢別、在籍年数別利用者数（3 月 31 日現在）は次のとおりです。 

   ・市町別では、牧之原市 11 名、御前崎市 4 名、吉田町 1 名、焼津市が 3 名、藤枝市、

掛川市が各 1 名、川根本町 6 名、南相馬市 1 名であった。 

   ・年齢別では、60～69 歳が 7 名、70～79 歳が 10 名、80～89 歳が 9 名、90 歳以上が 2

名で、平均年齢は男性 74.0 歳、女性 80.9 歳、全体では 77.5 歳となっている。最高齢

は男性 88 歳、女性 94 歳である。 

   ・在籍年数別では、2 年未満が 7 名、2～5 年未満が 5 名、5～10 年未満が 10 名、10 年 

以上が 6 名であり、最長在籍年数は男性 11 年 5 か月、女性 13 年 8 か月で平均では 6 

年 2 か月となっている。 

 年間の入所者は 3 名、退所者 4 名で、年度末の在籍者は 28 名であった。入所は在宅か 

ら 2 名、他施設から 1 名、退所は在宅、長期入院、死亡、他施設へ各 1 名ずつであった。 

 入所者の外部（介護）サービス利用状況では、8 名のご利用者が、通所介護を年間 516 

回、福祉用具貸与を月平均 4.5 品利用した。 

 ２ 職員について（3 月 31 日現在） 

   常勤職員は施設長、主任生活相談員、生活相談員、看護師、栄養士、事務員、主任支援 

員各 1 名、支援員 2 名である。兼務職員は副施設長 1 名。パート職員は支援員 3 名、夜勤 

専門員 2 名、夜勤補助員 4 名である。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

 １ 健康管理 

   嘱託医による往診を毎月隔週（火曜日）に実施し、延べ173名の診察を行った。定期健康 

診断は年2回、インフルエンザ予防接種は全員に、肺炎球菌予防接種は2名に実施した。ま 

た、健康チェックのため朝礼前に全員の検温を行い、感染症対策では、利用者の協力を得 

て毎朝、トイレ、洗面台、手すりを中心に全館清掃を実施している。 

通院については、精神科、内科、外科、眼科を中心に344回の受診があった。入院は榛原 

総合病院や菊川市立病院ほかに、11名述べ573日であった。 

 ２ 教養・娯楽・行事等 

   主な行事は次のとおりです。 
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   6/8魚とも招待 7/29夏まつり 9/20敬老会 10/12運動会 11/15、12/15紅葉見学4（川 

根、小国神社） 12/6出張商店街 12/20クリスマス会 12/27餅つき 1/19初詣 

 上記以外に、お花見や七夕飾り、盆行事、節分などの季節行事を行い、平日には朝礼及 

び礼拝を週2回実施した。 

 講師を迎えて、毎月の笑いヨガ、文化教室（琴の音を楽しむ）、習字クラブ（7月まで）、 

大正琴クラブ（4月のみ）を実施した。また、栄養士の指導による料理クラブを随時開催し 

た。 

 給食業者と連携し、屋台形式の行事食、旅行気分を味わえるよう全国の郷土料理、利用 

者の誕生月には寿司を提供し、食事の楽しみを肌で感じていただいた。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

  防火管理者を中心に、毎月1回、昼間・夜間の避難訓練、消火訓練、資機材の操作訓練など 

を実施し、11月には消防署、セコム、第一防災、地域の協力を得て防災訓練を行った。また、 

利用者の防災意識を高めるため、利用者の防災用品の点検を毎月実施した。 

 交通安全については、全国交通安産運動に合わせて事故等の防止啓発を行った。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

  苦情受付箱への意見は無かったが、利用者からの苦情が1件あり、その事案には迅速に対 

応し理解を得ることができた。事故・ヒヤリハットの発生件数は、37件が報告された。転倒 

による事故は依然と多く、1名が骨折により入院した。また、所在不明事故も起きている。 

 

Ⅵ 家族や地域 

  夏祭りへの招待には6家族18名の参加があり、地域との交流では、夏まつりへ地域の老人ク 

ラブ、地区役員、近隣住民4を招待し、ボランティアとして参加された方も含め144名の参加 

があった。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

  今年度は実習生の申し込みはなかった。19の個人・団体の皆様からは、延べ210回のボラン 

ティア活動・慰問があった。 

 

Ⅷ 環境整備 

  空調機器、区画線、浄化槽排水ポンプ、電気温水器、トイレ等の修理を行った。 

  

Ⅸ 職員研修 

  中部地区養護老人ホーム施設職員連絡会や静岡県福祉人材センター等が主催する研修会を 

中心に33回、延べ37名が参加した。また、法人内の研修委員会や高齢者事業部の主催する研 

修会に23回に延べ44人が参加した。 

 

Ⅹ その他 

  4の個人・団体から現金、22の個人・団体から25件の物品の寄付があった。 

  9月に施設内で利用者Ａが大声を出して暴れ、ものを壊したりして職員を殴ったため、傷害 

の現行犯で逮捕された。その後Ａは不起訴になったが他の施設へ移動となった。 

 

 

 



54 

 

2016(平成28)年度事業報告                   

 養護老人ホーム 

 島田市立養護老人ホームぎんもくせい 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

1  基本方針について  

 法人の掲げる基本理念「ともに生きる」/「私たちの願い」/「互いに助け合うコミュニテ

ィ創り」に沿って、事業を実施した。 

2  課題  

  （1）運動の確保は、共用部分の清掃と散歩の実施に依ったが、清掃は特定の入所者に偏り、

日中の散歩はなかなかその頻度が増えなかった。卓球も検討したが、実施は出来なかっ

た。量的に十分でなかったように思う。 

（2）病院・行政・保証人などとの連絡調整を密に図った。改善したのではないか。 

（3）小会議は、看護師-相談員-支援員の連絡を随時に行うことを奨励した。緊急なことは、

施設長へは事後報告で良いとした。充分であったか、機能したか、検討の余地あり。 

 

Ⅱ 利用者と職員の状況 （平成29年 3月現在） 

1 利用者について 

（1）定員50名、現員47名、高齢自立者、要介護認定5名、要支援認定6名、総合事業対象

者 2 名、身体障害者手帳 8 名（聴覚障害者含む）、精神保健福祉手帳 2 名、療育手帳 2

名。入院者と外泊者を除いた実績で、年平均利用率91.2％であった。 

（2）ショートステイ 生活指導短期宿泊事業 定員 2 名、施設自主短期宿泊事業 定員 10

名、を実施した。生活指導は年平均で1.9％利用、自主短期は1.4％利用であった。 

2 職員について 正規職員10名(施設長1、主任支援員1、生活相談員2、支援員3、事務員

1、看護師1、栄養士1) パート職員 11名(支援員3、夜勤専門員3、早朝専門員2、宿直

夜勤補助員3)  

  年度当初の予定の職員数で事業を始められた。年度末に栄養士の交代があった。 

 

Ⅲ サービスやケアの内容  

1 基本サービス（健康状態の確認、食事、入浴、娯楽、夜間支援）を中心に自立的な暮らし

を支援できたと考えている。 

2 健康診断等につき、嘱託医による定期回診が予定通り行われたほか、年2回７月と１月の

定期検診も予定通り実施できた。予防接種についてほぼ予定通り実施できた。定期歯科検

診も昨年同様6月と12月に実施することができた。 

 3  通院・入院について 

  島田市民病院・神川整形外科を始め、多くの医療機関と連携協力を図りながら、医療サー

ビスを受けた。今後とも協力関係を確保していきたい。 

4 教養娯楽について 

  計画通り行えた。夏祭り(納涼夕涼み会)は、地域の方にも参加頂けた。また外出について、

希望を伺い昨年同様小さい単位での実施とした。入所者からは、行事が減ったという話が

あった。今後検討したい。年度末近くになって懸案であった内職の実施を、嘱託医の勧め

もあって、少数の入所者ではあるが開始することができた。生産活動への参加の機会を設

けることができた。今後とも生活の質の向上に努めて行きたい。 
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Ⅳ 防災並びに交通安全 

1 防災 

（1）定期防災訓練につき消防署への連絡訓練は、手落ちにより１月にずれ込んでしまった。

県の連絡訓練は予定通り行えた。 

（2）法人の全体防災訓練についても、安否コールの連絡の確認が殆どだったが、なかなか連

絡のつかない職員があった。 

  2  交通安全 

    交通安全教室については、施設長対象の企画ながら職員２名の参加を行った。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

1 苦情 1件 要望 0件。苦情は、病院との1件だが、連絡確認が不十分だったとも言え

るが、先方に一応は諮った上での苦情であり、残念。その後、同じことは起きていない。 

2 速やかな対応を心掛けた。相手のあることでもあり、解決までに一週間以上かかる場合も

考えられ、今後も最初の反応を早めに取りたい。 

3 毎月職員会で事故と苦情の検討会を持ち、事例の共有を図った。  

 

Ⅵ 家族や地域 

1 家族等との交流 

    昨年度同様に、保証人会を7月に実施し、夏祭りへの招待を施設誌で8月に行った。 

2 地域社会との交流 

   計画通り実施できた。大津小学校４年生との交流を今年も４回実施できた。また十分で

は無いながらも、夏祭りへの地域の方の招待を行い、大津ふれあい祭りへの作品出品な

ど行えた。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

  実習生は、5月に2中学校から合計5名、9月に大学生１名を受入れた。慰問ボランティア

は、カラオケや踊りの披露など多数来ホーム下さった。 

 

Ⅷ 環境整備 

  共用部分・居室のエアコンが動かなくなり始めており、修理が増えた。懸案だった受水槽

逆止弁を2次側(施設側)に設置頂けた。災害時用ガスの取り出し装置の設置が頂けた。ス

チームコンベクションの交換を頂けた。 

 

Ⅸ 職員研修 

  中部公立養護老人ホーム協議会主催の研修中心に実施した。関係施設でほぼ毎月の研修を

持ち回りで実施し、課題や解決策の共有など有意義なものとなった。 

 

Ⅹ その他 

1 前法人との関係、自治会との関係も良好だったと考えている。 

2 入所者の自治組織形成の可能性については、いまだ検討段階にとどまっている。施設保全

と災害対応の観点から、自治的な動きが自然に作られていければ理想的と考えている。 

3  医療同意について、もしもの時のための確認を入所時に加えて、10 月の保証人会にて行

った。また退所前金銭移動の扱いにつき、検討の予定であったができなかった。次年度に

持ち越したい。 

 



56 

 

2016(平成28)年度事業報告 

 通所介護 

介護予防通所介護 

デイサービスセンター真菜 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 法人の基本理念に基づいてサービスの提供をしました。住み慣れた地域で自分らしい暮ら

しが継続できるように、本人及び家族のニーズにできる限りこたえるよう支援しました。 

２ 課題 

（１）総合事業の指定の申請を行い、平成29年度より総合事業対象者を受け入れる準備をし

ました。 

（２）地域の方に積極的に声を掛け、ボランティアでお越しいただく機会が増えました。 

（３）ご本人、ご家族のニーズに可能な限り対応し、対応困難な方の受入れも積極的に行い

稼働率は維持できました。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ ご利用者について 

 新規の申し込みが年間で17件ありましたが、入院・入所・廃止の方が年間で22名と多か

った。１日平均利用者は前年度20.4人→21.0人と0.6人増でした。 

延数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

介護 518 545 503 493 491 503 520 505 486 416 417 487 5884 

支援 62 53 60 63 73 54 54 47 41 42 42 36 627 

平均 22.3 23.0 21.7 21.4 20.9 21.4 22.0 21.2 21.1 19.1 19.1 19.4 21.0 

２ 職員について 

正職4名、事務兼務１名、パート（看護）5名、（介護）7名、（介兼）2名、（介補）3名、 

（運転）3名、計25名。パート介護員1名育休中、年度途中でパート介護員1名就職し3

月末で退職。他施設より正職2名、パート介護員１名異動してくるが、正職１名は3ヶ月

で元の施設に戻り、他１名は兼務で3月末まで勤務される。異動のパート介護員は年度途

中で退職する。運転手が2名退職し3名就職された。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ プランに沿ったサービスの実施 

（１） 計画に基づくサービスの提供を実施し、自立支援に努めました。 

（２） 個々のアセスメントに基づき個別対応や、小グループレクを提供しADLの維持・向上

に努めました。 

２ 健康管理について 

 バイタル測定や、日々の様子観察で気づいた事をご家族に伝えることで、早期に異変を発

見し適切な対応ができました。 

３ 教養娯楽について 

（１） 個別機能訓練Ⅱの加算を取得し、個別対応を強化しました。 

（２） ご利用者さんからの「やりたい」を「実現」できるような活動を継続して行い、意欲

の向上や生きがいを感じていただけるような支援を行いました。 

（３） オリーブ畑周辺を歩行訓練コースとして、下肢筋力向上を目的としたプログラムを作
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り活用しました。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 防災訓練 

（１） 6月に通報と中庭への避難、3月に緊急避難道路を実際に歩く避難訓練を行いました。 

（２） 法人全体の携帯メールによる緊急連絡訓練に参加しました。 

（３） BCPを作成しました。課題として職員に周知し、携帯できるよう検討が必要。 

 ２ 交通安全の意識付け 

（１） 毎日・毎週の送迎前点検を実施しました。定期点検も忘れずに実施しました。 

（２） 毎朝、ミーテイング時に軽く体操行う事を継続しました。 

（３） 安全運転管理者の講習に参加し、無事故事業所として安全運転の啓発に努めました。

外部講師を依頼し、福祉車両の安全運転講習を開催し15名の職員が参加しました。 

   

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

  苦情の対応は迅速に誠意をもって対応しました。事故37件、ヒヤリ14件、苦情5件、今

後、事故対策や改善会議を行うことと、ヒヤリの報告を簡易様式にすることが課題です。 

 

Ⅵ 家族や地域 

 １ 2月に介護者の集いを開催し6組のご家族が参加されました。3月に満足度調査も行い38

名中37名より満足とのご意見をいただきました。 

 ２ 地域の行事に参加したり、オリーブの葉を取る作業を行うことで地域の方と交流ができ

ました。おやつ買いや作品展見学などの外出で社会参加や交流もできました。 

 ３ 事故や苦情は定期刊行物に掲載し積極的に開示を行いました。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

  実習生の依頼はなかったため、受入れはありませんでした。ボランティアの受入れは積極

的に行いました。三栗地区のシニアの方々が14名程きていただけたので、継続して来てい

ただけるようお願いをしました。 

 

Ⅷ 環境整備 

  休憩室側の木の伐採を行い、ホール内にロールスクリーン、トイレ（２ヶ所）ウォシュレ

ットを設置しました。外壁の補修や塗装はできませんでしたが、玄関の雨漏りがみられる

ため、応急的に修理はしましたが、老朽化に伴い修繕が必要です。 

  

Ⅸ 職員研修 

  外部研修や法人内研修にできる限り参加できるよに勤務調整しました。参加後は報告書を

回覧し、職員会で情報共有を図りました。職員会でミニ研修を行い、職員同士のコミュニ

ケーションを図りながら学びの場を設けました。 

 

Ⅹ その他 

 １ 毎朝の朝礼時にガンバルーンを使用し体操を行い、腰痛予防に努めました。 

 ２ ワークセンターやまばとやすずらんのご利用者さんとの交流や、わいカフェのパステル

アートやぶどうの木の絵手紙教室に参加しました。 
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2016(平成28)年度事業報告 

 地域密着 認知症対応型通所介護 

  デイサービスセンターすずらん 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

   法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施しました。 

認知症の方が可能な限り住み慣れた地域で生活が継続でき、また支えるご家族の介護負

担が軽減されるよう、家庭的な環境の下で認知症の緩和と体力の維持を目指しました。 

２ 課題 

（１）体調不良や、施設入所、ショートステイ利用等で安定した利用率の確保が難しく、外

部居宅事業所等へのＰＲがまだまだ足りないと感じました。 

 

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について  

（１）定員12名 

   月 

実績 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

延べ人数 114 128 157 153 141 113 131 136 135 138 150 141 

稼働日 26 26 26 26 27 26 26 26 24 24 24 27 

平均(人) 4.3 4.9 6 5.8 5.2 4.3 5 5.2 5.6 5.7 6.2 5.2 

実人数 10 10 13 14 11 13 13 13 13 14 14 15 

・今年度新規利用者様 7名  ・今年度利用廃止 3名     

２ 職員について 

 職種別：施設長1名（管理者、相談員、介護員兼務）、相談員1名（介護員兼務） 

     非常勤介護員5名（内1名11月より育児休暇中）、運転手 3名  

     ※3月 31日現在 

◎  育児休暇で1名減になり、その1名分補充できず配置が不十分でした。シフトを組

むのが難しく、職員が体調不良等で急遽休む場合、正職員が出勤するも、なかなか

その代休がとれず、有給休暇の取得も難しい状況がありました。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

 １ 認知症になっても個々の残存機能を見極め、出来る事（調理、食器洗い、洗濯畳み、草

取り等）を、職員が見守り安全に行う事で、利用者様1人ひとりが自信を持って楽しみなが

ら活動出来る様に努め、脳機能や身体機能の維持を図りました。 

 ２ 新しい取り組みとして水分摂取量のチェックを行い、水分補給の回数を増す為に新たに

ティータイムを設けたり、摂取量の少ない人にはゼリーやとろみをつけるなどの形態を変

えて提供する事で水分を摂れるようになりました。 

 ３ デイサービス利用を躊躇している方に関しては、職員が訪問し、顔なじみになることで

通所出来るような取組みをしました。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 防災 

  法人の全体緊急連絡訓練の実施と、毎月グレイスと合同の防災訓練を行いました。 

  ２ 交通安全 
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  日頃よりご利用者様の送迎については慎重且つ安全運転を心掛けました。利用者様宅 

週辺のコンクリートに接触しバンパーに傷がつく程度の事故1件ありましたが、その他大き

な事故はありませんでした。 

  

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

   ヒヤリハットについては、どんな小さなことでも報告し職員全員が共有できるように、 

  書式を簡単なものに変更し、たくさん報告があがるようになりました。中には苦情になる

かもしれないヒヤリ等も、職員会で報告、共有し大きな事故や苦情にならないように対策

を話しました。苦情１件、ヒヤリ50件、事故12件で、事故については昼食後の服薬忘れや、

飲んだ筈の薬が床に落ちていた等があり、怪我などで病院に受診するような大きな事故は

ありませんでした。 

 

Ⅵ 家族や地域 

１ すずらん便りを毎月発行しました 

２ 介護者の集いを2月に開催し、スライドショーで利用者様の様子を伝えたり、茶話会で日

頃の介護について意見交換をし、笑いも出る和やかな雰囲気で行われました。 

３ 連絡帳を使った家族との連絡方法の他、独居の方や連絡帳を家族に見せない利用者様の

ご家族とメールで情報交換をしました。 

４ 地域の行事（よいとこ祭）に参加しました。 

５ 坂部小学校4年生との交流会（年2回）の他、運動会見学や、子供たちの田植えを見学に

行くなど、様々な行事に積極的に参加しました。 

６ 運営推進会議を8月と2月に行い、活動の報告をして地域の皆様からご意見をいただきま

した。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 実習生については、清流館高校2年生2名、榛原中学2年生の職業体験4名等ﾃﾞｲサービス

の役割やお年寄りとの接し方を伝えるなど積極的に受け入れました。 

２ ボランティアの受け入れ 

  コーラスや手品、踊り等のボランティアの他、職員不足で手薄になった所を、介護経験 

のあるさくら会のボランティアにお願いし、個別レクや見守りなどのお手伝いをして頂き

ました。 

    

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

  建築物や消防設備等の点検を毎月実施。安全に利用者様が家事活動や畑作業が出来る様 

中庭の整備を職員が行いました。 

  

Ⅸ 職員研修 

  管理者が、認知症リーダー研修に参加しました。また職員から希望のあった研修や認知症

に関する研修に参加しました。恵みの丘職員会での研修や、すずらんの職員会でも認知症の

勉強会や接遇、不適切ケアの勉強会を行いました。 

 

Ⅹ その他 

  特にありません 
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2016(平成28)年度事業報告 

                          介護予防訪問介護事業所 

                                 訪問介護事業所   

ライフサポートさふらん 

 

私たちは、牧ノ原やまばと学園の理念に基づいて、次のような計画を立てて事業を行いました。 

 

Ⅰ．活動方針並びに新年度の課題 

1．方針 ニーズがある限り、多少の困難があってもサービス提供に努めました。 

2．課題  

 ・常勤職員の雇用が 3 月にできました。また喀痰吸引の研修に 1 名参加できました。 

   ・登録ヘルパーに連続ケアが組めず空き時間が発生し、調整の難しさを感じました。 

   ・利用者様によってはどの職員も対応できる訳ではないので雇用の難しさを感じました 

 

Ⅱ．利用者、職員の状況について 

  1．利用者  要介護者・要支援者・自費利用者に介護サービスを提供しました。 

利用状況（延回数）   

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 

自費 8 9 8 13 8 6 7 9 8 9 8 16 109 

支援 94 103 96 101 80 114 111 80 84 83 84 104 1134 

介護 901 969 802 770 840 896 980 1051 881 770 742 843 10445 

合計 1003 1081 906 884 928 1016 1098 1140 973 862 834 963 11688 

 2．職員体制（平成 2017 年 3 月末） 

管理者 常勤 1 名  1 名 

サービス提供責任者 常勤 2 名  2 名 

ヘルパー 常勤 1 名 登録パート 11 名（1 名産休） 13 名 

合計 4 名   12 名（1 名産休） 16 名 

＊準職 1 名が 1 月より正職に転換。Ｈ28 年度もサ責への負担が大きかったので正職 1 名募

集し、3 月より雇用の運びとなりました。 

 

Ⅲ．サービスとケアの内容 

  1．サービス提供 

   対象は、①介護保険適用の利用者。②介護保険外の私的契約(自費)の利用者に対し,丁寧

に対応しました、また、普段から家族・ケアマネと密な連絡をとりました。 

2．健康管理 

   訪問時、体調の確認を行いました。特に入浴や自立支援のための運動の際には、バイタ

ル測定を行い、健康に注意して対応しました。 

  3、職員が笑顔でよいケアを提供できるよう、職員の健康管理にも注意を払いました。ま

た、健康診断を実施しました。 

 

Ⅳ．防災並びに交通安全  

1． 法人全体防災訓練計画：安否確認システムによる緊急伝達訓練を行いました。 

2． BCP の作成をし、聖ルカ本体との連携を図りました。 

  3．交通安全の意識付け：訪問が主業務なので法定速度厳守、違法駐車に注意し、雨天の



61 

 

運転には特に注意し、トワイライト作戦を実施しました(12 月と 1 月は 16 時からライト

点灯)。また安全運転教室に参加しました。 

 

Ⅴ．苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

  1．苦情申立人に対して、速やかに対応しました。（第一次対応を当日もしくは翌日に、申

立てから一週間以内に解決を図りました）。 

  2．事故、ヒヤリハット、苦情に関する報告の職員間共有を図りました。（事故・ヒヤリの

書式を簡素化し、簡単記入と共有で事故につなげない工夫をした) 

ヒヤリハット 事故 苦情 

５件 １件 ５件 

 

Ⅵ．職員研修 

1． 内部研修：研修委員会研修（新年度全体研修他）・高齢者事業部研修(6 月と 11 月)    

・交通安全教室等に参加。事業所内での伝達研修を実施しました。 

2． 外部研修：県社協主催研修・事業所連絡会研修・日キ社会福祉事業同盟研修他に参加。 

3． ALS など在宅の喀痰吸引のニーズが出ているため、研修に 1 名参加しました。事業所

登録を目指しています。 

4． H29 年から始まる要支援者のための地域支援事業(日常生活総合事業)に対し、市で行

う勉強会、説明会に参加しました。事業所内でも少数人数で伝達講習を行い、記録用

紙も総合事業に対応できるように変更しました。 

法人 内部(高齢者事業部含む) 外部 

4/2：新人オリエンテーション 

18：新年度研修 

6/18：高齢者全体研修 

腰痛予防 

5/11：事業所連絡会 

7/26、3/23 

6/16：法律研修（外岡弁護士）  6/24：（高） 

元気の出る講演 

6/17：県ヘルパー協会研修 

25 ガイドヘルパー 7/2 

8/4：労務研修（小山先生） 10/23：高齢者全体研修 

竹内先生研修 

7/26:脱水防止策 

9/27：集団指導：精神障がい対応 

10/22：久田先生研修 11/28：感染症対策 

25：(高)モニタリング方法 

10/22:持ち上げない移乗 

  

11/10：労務研修 3/21,22：総合事業説明  

（地域支援事業勉強会) 

12/14:難病ヘルパー 

サ責研修(４回) 1/12、19，2/2 

1/21：法律研修（外岡弁護士） 

23:人権擁護の考え方 

 1/2３：利用者の緊急時対応 

2/2：交通安全委員会  2/15：たんぽぽ診療所 

2/16：緊急時における訪問介護の対応 

  3/10：ヘルパー代表者会議 

24：サ責、スキルアップ研修 

 

Ⅶ．その他   

1. (新)総合事業に関連して、今後の牧之原市の動きなど情報を収集するために市、デイ

サービス真菜と連携を深め、運営規程や契約書の変更、市への申請書類のすり合わせ

などを実施し、4月からの総合事業への準備を勧めました。 

24時間定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスの導入に関しては、人材と経験年数が確保

できなければできないので、現状としては保留としました。 
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2016(平成28)年度事業報告 

                             居宅介護支援事業所 

                                 シャローム 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 牧ノ原やまばと学園の理念に基づいて事業を実施しました。 

２ 課題 

（１）新規を積極的に受入れる体制を基本としていたが、利用者の減少傾向が続いており、

厳しい運営となっている。 

（２）ケアマネ業務は多岐にわたり、相談援助への本人の適性もあって、入職者があっても

業務が覚えられない・業務内容が合わない場合があり、面接等、時間をかける必要が

ある。 

（３）社会貢献事業や奉仕作業への参加ができなかった。地域に方々にシャロームの存在を

アピールする為にも、今後積極的に取り組みたい。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

（１）計画作成数（延べ） 要介護984件   要支援201件 

（２）新規受託数 18件  契約終了件数45件（死亡20件、入所18件、変更7件） 

（３）平均稼働率 77.7％ 

２ 職員について（3/31現在） 

 職種別：施設長1名（入所施設兼務）、介護支援専門員3名（主任介護支援専門員2名 

介護支援専門員1名） 

★6月に新人職員が入職したが、仕事があわず9月末退職となった。11月より経験者を新

たに雇い入れたが、利用者実績も伸び悩み3月末で退職となった。1名は7月より他部

門へ異動。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ サービスについて  

（１）利用者・家族の意向や状況について丁寧なアセスメントを行い、その意向に沿えるよ

うマネジメントを行った。 

（２）不明な点は県や市に確認し、介護保険・その他諸法令に従ってサービスを提供した。 

（３）民生委員との交流の場に参加し、インフォーマルな支援を計画に盛り込むことに努め

た。企業等が行っているサービスなども上手く取り入れていきたい。 

（４）困難事例で他事業所や地域包括支援センター、行政との連携を図って利用者支援を行

った。生活支援センターや福祉課と連携をとり障がいのある方の支援を行った。 

（５）制度の改定時には利用者・家族に制度の仕組みや料金についてご理解いただけるよう

に説明した。 

（６）医療と介護の連携を実践すべく、病院や老人保健施設と連携したり、医師や薬剤師な

どにと連携し、プランに位置付けた。 

 

Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 防災 

 （１）入所部門の防災訓練・災害安否確認システムの訓練に参加。   

 （２）被災時の行動計画・ＢＣＰが作成途中となっている。 
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 ２ 交通安全 

  安全運転に心がけ、交通事故や小さな物損事故もなかった。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

  苦情報告は1件。担当ケアマネが毎月訪問するが、計画書に印をもらって帰るだけで、相

談相手にならないとの訴えで、介護者がケアマネ変更を望まれた為、お詫びし、対策とし

てケアマネを交代した。苦情を確認後、事業所内で報告、対応を話し合い、ケースごとに

どんな事情があっても利用者に寄り添う配慮を忘れないにように申し合わせた。 

 

Ⅵ 家族や地域 

 １ 家族との関係 

  たび重なるケアマネの交代があり、ご家族には大きな負担をおかけする事となった。 

  中には事業所を変更されるケースもあった。 

 ２ 民生委員との懇親会で業務について説明し、互いの理解と連携について話し合えた。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

  介護支援専門員実務研修実習生を受け入れ、実習計画作成・同行訪問・評価を行った。 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

 １ 公用車を新車に変更（リース契約） 

 ２ タイルカーペット洗浄、共用部のワックス掛け 

  

Ⅸ 職員研修 

（１）参加研修 

法人内研修 新年度研修、苦情のポイントと虐待防止について、施設内虐待を考

える 

障害者支援に必要な知識、交通安全講習 

高齢者内研修 ストーマ、感染症研修3回、喀痰吸引、施設の防犯対策、三角巾の使

用法 

ケアマネ連絡会 総合事業の見通しと関わり、精神医学の基本観点、対人援助 

訪問看護師目線で見た在宅介護での見逃してはいけないポイント 

主任ケアマネ連絡会 事例検討会、看取りを考える 

外部研修 訪問看護、介護事業所に求められる防災について、高齢者への薬物

療法とそのリスク、より良い高齢者ケアを考えるセミナー 

 各ケアマネ毎の研修計画を立てて取り組んだ。研修内容については居宅会議等で互いに報告  

 し、情報共有に努めた。※研修参加実績は個人差が見られた。 

 

Ⅹ その他 

 １ 法人の初任者研修講師を担当した。 
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2016(平成28)年度事業報告 

                  牧之原市地域包括支援センター 

オリーブ 

       

Ⅰ 課題や活動指針(主要事業) 

  1 ケースによって 3 職種が協力し、専門性を活かしながら相談にあたった。 

2 地域包括ケア体制の構築に向け、市や社協と協議を行った。 

  3 権利擁護に関して市や包括と基本を学んだり、ケースの振り返りを行った。市と消費者

被害に関する体制づくりについて市と協議を行った。 

  4 包括内のケースワークを通じて相談支援のスキルアップを図った。 

 

Ⅱ 利用者と職員の状況 

1 利用者(対象者)・・・牧之原市榛原地区在住の概ね 65 歳以上の高齢者 

2016 年度のオリーブ介護予防支援事業所の状況 

 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

オ リ ー

ブ 
51 52 54 53 53 55 54 51 50 51 49 47 620 

委託先 138 129 134 128 125 126 128 130 134 124 120 120 1534 

合計 189 181 188 181 178 181 182 181 184 175 169 169 2154 

2 職員   

所長・主任介護支援

専門員 

常勤専任   1 名 介護支援専門員 非常勤専任  2 名 

保健師 常勤専任   1 名 実態把握担当者 非常勤専任  1 名 

社会福祉士 専任     1 名 事務担当 常勤兼任   1 名 

主任介護支援専門員 専任     1 名 事務員 常勤兼任   1 名 

                               ※2017年 3月 31日現在 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

1 総合相談の充実とネットワークの活用 

(1) 所内に必ず職員がいるようにして速やかに対応できるよう努めた。相談者のニーズ

を明確化し、地域課題の抽出を意識した。 

  2 権利擁護に関する啓発と活用 

   (1) 啓発については取り組めておらず、早期相談・通報の体制は整っていない。 

  3 包括的･継続的ケアマネジメント体制の構築 

(1) 主任介護支援専門員と協力し、介護支援専門員に対する研修を企画・開催した。 

  ①牧之原市新人（新任）ケアマネ研修 ②牧之原市ケアマネジャー研修（事例検討） 

  ③牧之原市ケアマネジャー研修（遠藤博之医師を招いての講演会） 

   (2) 市や地域の主任介護支援専門員、地域の事業所の職員と連携し、認知症施策や医療

介護連携の協議や学びの場を持った。 

   (3) 地域包括ケア体制に向け、生活支援コーディネーターや市と連携し、地域資源にお

ける課題の把握や開発のための協議を行った。 

    

Ⅳ 防災(避難訓練、交通安全)について 

  1 防災訓練：牧之原市や法人と緊急連絡網や安否コールを使用した情報伝達訓練を行った。 
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  2 交通安全の意識付け：法定速度等、交通ルールを意識して運転を行った。 

 

Ⅴ 苦情とその解決について 

  1 苦情については 3 件あったが、報告が遅れた。 

  2 報告すべき事故は発生していない。 

 

Ⅵ 家族及び地域との交流について 

1  訪問時“ええあんばい”他事業のお知らせ、オリーブのリーフレットを配布した。 

2  包括さがらと連携し、介護者のつどい、リフレッシュ旅行を 2 回ずつ開催した。 

3  月 1 回の民協に参加し、事例を使った勉強会や民生委員からの相談に応じた。 

  4  薬局（サテライト型支援センター）との勉強会、民生委員と地域の介護支援専門員と 

    の交流会など、地域の関係機関との連携を図る機会を持った。 

   5 実態把握訪問を通じて地域の課題を把握するよう努めた。 

  6 生きがいガーデンこにたのはなさか塾等の地域における事業に協力した。 

7 障がい者と高齢者の同居の世帯など、生活支援センターやまばとと連携し、訪問やケ

ースワークを通じて課題について検討を行った。 

8  ふれあい広場に参加し地域への周知を図った。 

 

Ⅶ 教育実習などの受け入れについて 

     1 市の健康推進課への実習生と、包括で担当している世帯へ訪問し、地域で暮らす高齢者

の実際を学ぶ機会を持った。 

 

   Ⅷ 職場環境 

      1 行政の関連部署と円滑な連携ができ、市民にとって交通の便の良い場所である公的な場

所に位置している事で利便性がある反面、守秘義務に十分配慮する。 

      

   Ⅸ 職員の教育、研修、自己研鎖施策 

     1 各専門職種（社会福祉士・保健師・主任介護支援専門員）対象の研修や認知症施策、総

合事業等の研修に参加した。 

     2 朝礼時を利用してケースの進捗や課題の明確化等について意見を出し合った。 

     3 月 1 回の支援センター連絡会において、事業の進捗報告や研修報告、事業の企画につ

いて協議を行った。 

     4 2016 年度は 3 職種が年度を通して配置できたが、継続した配置ができず、後任への引

継ぎが不十分な状況となった。 

    

Ⅹ その他 

     1 将来的な介護者のつどいの事業所への移行についてデイサービスセンター真菜と検討

の場を持った。 

     2 総合事業の開始に向け、利用者の希望を踏まえながら、ぶどうの木と連携し、利用者の

適切な移行についての支援を行った。 

1 健康管理について(職員) 

   （1）健康診断とインフルエンザ予防接種を行った。 

   (2) 職員ひとりひとりにマスク・携帯用手指消毒液を持たせ、訪問時の感染予防に努め 

た。 
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2016(平成28)年度事業報告 

介護予防拠点施設 

コミュニティーセンターぶどうの木 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

１ 基本方針について 

 法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施しました。 

２ 課題 

（１）介護予防教室「睦月」は６ヶ月で卒業となる為、卒業後すぐに新規の利用者が無く 

   定員数に満たない小人数の教室である。 

（２）『花さか塾』の介護予防普及啓発事業を地域に出向き実施したが、その後地域の人々が

自主的に継続、実施に結び付ける事は困難であった為、今後目的意識、事業理解やリ

ーダーとの協力、連携が重要である。 

（３）地域にあるサロンや集まりに積極的に参加できる様、働きかける必要がある。 

   

Ⅱ 利用者と職員の状況 

１ 利用者について 

 介護予防通所事業 普及啓発事業 

教室名 １日通所 

『こにた』 

半日通所 

『睦月』 

中休み会 卒業生の会 

『菜の花会』 

地域 

花さか塾 

曜日 月・水 火・木（am pm） 第１・３（金） 第２・４（金）   

開所日数   103回   159回   24回   24回 12 回 

延べ人数 383名 735名 179名 151名 120名 

定員   各 14名  各 12名 各 5名 各 12名  なし 

２ 職員について 

 施設長・管理者：１名   支援員：常勤１名   支援員：パート３名（１名兼務） 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

１ 半日通所『睦月』 

  週２回の半日通所事業を実施し、生きがい、趣味、ゲーム、スポーツ、創造、交流等介

護予防を中心に運動機能や認知機能、口腔機能などの心身状態の維持、改善を図った。 

２ １日通所『こにた』 

  週１回の１日通所事業を実施し、介護予防活動、体操、日常生活動作や心身の健康状態、

家庭での生活状態等の把握を行った。 

３ 『菜の花会』  

  地域で自立した生活ができるよう継続的な援助が必要と判断された方を対象に開催した。 

４ 『中休み会』 

  一人暮らしやハイリスク者対象に、生活機能を維持し地域社会で安心して生活できるよ

う教室を開催した。 

５ 『花さか塾』 

地域に出向き体操や予防に関する知識、技術等の介護予防普及啓発事業を実施した。 

 ６ 地域に開かれた施設の開放 

   定期的に集まれる場所として、「中地区」の住民の居場所として施設を提供した。 
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Ⅳ 防災並びに交通安全 

 １ 防災 

 （１）火災及び地震に対する防災訓練をマニュアルに沿って行った。また、消防署員から防

災対策、災害の実際のＤＶＤ「防災の備え」を見て勉強会を実施した。 

 （２）法人の合同防災訓練で「安否コールシステム」通信訓練を行い、全員が登録、返信す

ることができた。 

２ 交通安全 

（１）職員は交通安全講習会に参加した。 

（２）利用者は毎月１回婦人警察官が開催する交通に関する情報提供を受け、意識を高めた。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント  

苦情２件（個人情報の漏洩）   ヒヤリ４件 （転倒）   事故１件（車両） 

 

Ⅵ 家族や地域 

 １ 家族との関係 

（１）状態等の変化やご家庭での様子の把握や情報交換を行い、包括支援センター「オリー

ブ」へ情報の提供を行った。 

（２）2017年度開始する「総合事業」について事業所説明会を実施したが、ご家族の都合で

自宅へ出向いての説明も行った。 

 ２ 地域との関係 

 （１）近隣住民へ情報発信し、地区の老人会等へ出向き介護予防の体操とお話をして「ぶど

うの木」の働きや目的等の理解を得る機会を持った。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

 １ 実習生の受け入れ  

  なし 

２ ボランティアの受け入れ 

腹話術とハーモニカ2名 2回 あざみ会舞踊（7名）    1回 道鼓会（銭太鼓）（5名）１回 

マジックショー5名   １回 音楽療法（西川浩美） 12回 絵手紙（奥山千恵）   2回 

草刈り2名         3回 運動会のフォロー3名  １回 クリスマス会2名     1回 

 

Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 

 １ １Ｆ障がい者トイレの水漏れ修理 

 ２ 事務所の場所をサービス提供建物の2階に移し、明るく日当たりの良い環境となった。 

  

Ⅸ 職員研修 

 １ 法人内部研修：13回参加 (延べ16名) 

 ２ 外部研修：13回参加 (延べ26名) 

 

Ⅹ その他 

 １ 年度途中で準職員1名・年度末に正規職員1名が退職した。 

 ２ 「中」の地域住民との交流が出来始めた。 

 ３ 職員が怪我をした為、運転業務に支障があり、聖ルカ事業所から応援を頂いた。 
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2016(平成28)年度事業報告 

介護職員初任者研修 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

 １ 活動方針 

   障がい者および高齢者が、地域で自立した生活を送るために提供されるべきサービス、 

   すなわち、「当事者を主体としたサービス提供の理念」と、「障がい者・高齢者に対応 

   できる介護技術」の習得を目的として事業展開し、この事業を通して地域の介護・福祉 

   人材の確保と介護・福祉サービスの向上を図る。 

 ２ 課題 

(１) 初事業になるため、まずは県の認可を得ることが、最初のハードルだった。8 月頃の

講義開始を予定したが、受講生募集開始は県の認可を得た後でなければならないので、

県の認可が遅れると、募集期間が短くなることが想定され、そのために、定員20名に

対して、何人の受講生が確保できるか見通しが立たなかったが、12名の受講生を確保

できた。募集期間が短いなど、世間への認知度のアピールが低かった初年度としては、 

及第点の人数と考える。 

  (２)この事業は当法人の人材の確保も目指したものだが、外部の方2名が受講後、当法人 

に就職した。来年度も外部の方が受講後に、当法人に就職されるようなケアをしたい。  

  (３)手続き上のミスによって、教育訓練給付金の支給対象講座の指定を得られなかった。

来年度は、しっかり指定が得られるよう手続きに万全を期したい。  

  (４)補講希望者が2名（その内1名は2回）も出て、対応等が大変だった。多くの受講生

を集めるために、少しでも応募の垣根を低くしようと、補講代はゼロ円としたが、他

法人の研修では、ほとんどが補講代を徴収している実態もあり、来年度は、補講代と

して、1時間2000円を徴収したい。 

  (５)講師は、全員法人職員で実施できた。皆様業務等で多忙な方だったが、講義後の感想

を聴くと、再度介護の勉強をする良い機会になったという声が多く聞かれた。 

 

Ⅱ 受講者と職員の状況 

 １ 受講生は12名でした（当法人職員9名。外部の方3名）。 

 ２ 事務全般と通信課題対応は、本部事務職員が担当した。 

   講師は、全員法人内職員。なお受講者が12名を超えたので、演習の科目には、サブ講師

をつけた。 

 

Ⅲ サービスの内容 

 【日程】毎週土曜日。8月27日（土）から12月 10日（土）まで、全15回実施した。 

     （平均の授業時間）午前9時から午後4時半。 

 【会場】聖ルカホ－ムの会議室と礼拝室を使用した。 

 【テキスト】長寿社会開発センターのテキストを使用した。 

 【修了試験】対策の模擬テスト実施したが、2名が修了試験を落第し、追試を実施した。 

 

Ⅹ その他 

 １ スクーリングを通じて、受講生が仲良くなり、研修終了後は「１２羽の鳩の会」を設立 

し、定期的に交流の場を持っている。 

 ２ 予算的には、赤字を計上してしまったので、来年度は定員近くの受講生を集めたい。 
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2016(平成28)年度事業報告 

 

 

付属明細書 
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